
〔
共
同
研
究
〕

頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
（
六
）
︱
巻
第
四
ノ
一
︱

『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
研
究
会

は
じ
め
に

『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
は
、
新
義
真
言
教
学
の
祖
と
さ
れ
る
中
性
院
俊
音
房
頼
瑜
僧
正
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）（
以
下
、
頼

瑜
）
が
、
そ
の
時
々
に
書
き
留
め
た
記
事
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
る
。

な
お
、『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
の
概
要
な
ら
び
に
本
研
究
会
の
活
動
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
稿
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
註

研
究
会
「〔
共
同
研
究
〕
頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
（
一
）
～
（
五
）
―
巻
第
一
～
巻
第
三
ノ
二
―
」『
大
正
大
学
綜

合
佛
教
研
究
所
年
報
』
五
六
～
四
〇
・
二
〇
一
四
～
二
〇
一
八
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
研
究
会
は
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
の
諸
写
本
を
聚
集
し
、
な
か
で
も
巻
数
の
揃
っ
た
最
も
古
い
写
本
で
あ
る
「
智
積
院

新
文
庫
蔵
本
」
を
底
本
に
定
め
、
順
次
校
訂
本
文
の
作
成
と
訳
注
研
究
を
進
め
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
の
は
、
新
文
庫
蔵
本
全
二
五
冊
の
う
ち
、
整
理
番
号
・
新
文
庫
三
一
―
四
―
（
二
五
―
二
）
に
相
当
す
る
一

冊
の
冒
頭
部
分
（
一
丁
裏
～
六
丁
表
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
外
題
に
「
真
俗
雑
記
巻
四
」
と
あ
り
、
内
題
は
「
秘
蔵
口
伝
抄
第

四
」
と
あ
る
。
こ
の
「
秘
蔵
口
伝
抄
」
と
い
う
名
称
は
そ
の
内
容
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
外
題
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
勘
案
し
、
本
書
を
「
巻
第
四
」
と
定
め
、
今
回
報
告
す
る
冒
頭
部
分
を
仮
に

『類雑集』翻刻〔八〕
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「
巻
第
四
ノ
一
」
と
し
た
。

凡
　
例

一
、
本
稿
は
、
頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
の
【
本
文
】
に
校
訂
を
加
え
、
条
目
ご
と
に
【
校
勘
】【
訓
読
】【
注
釈
】【
解

説
】
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、【
本
文
】
は
、
智
積
院
新
文
庫
蔵
本
（
寛
永
一
六
年
〈
一
六
三
九
〉
写
）
を
底
本
と
し
、
次
の
諸
本
に
よ
り
校
訂
を
施
し
た

校
訂
本
文
で
あ
る
。
諸
本
に
付
さ
れ
た
返
点
と
送
り
仮
名
を
も
と
に
、
返
点
と
句
読
点
を
補
い
、
文
意
に
応
じ
て
適
宜

改
行
し
た
。

三
、【
校
勘
】
に
は
、
本
文
に
対
す
る
諸
本
の
差
異
を
示
し
た
。
ま
た
本
文
の
表
記
が
底
本
に
依
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
根
拠

を
記
し
た
。
校
合
に
用
い
た
諸
本
の
略
号
と
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
。
な
お
諸
本
に
記
さ
れ
た
補
入
符
や
傍
注
に
よ
る

本
文
補
訂
は
、

の
よ
う
に
示
し
た
。

W

智
積
院
新
文
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』
四
（
新
文
庫
三
一
―
四
―
（
二
五
―
二
）・
一
丁
裏
～
六
丁
表
）

_

種
智
院
大
学
蔵
『
真
俗
雑
記
問
答
抄
』
元
自
壱
至
五
（
五
六
丁
裏
～
六
一
丁
表
）

^

東
大
寺
図
書
館
蔵
『
真
俗
雑
記
』
四
 五
（
一
丁
裏
～
四
丁
裏
）

]

智
積
院
智
山
書
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』
四
 二
（
慈
忍
本
）（
智
山
書
庫
二
七
―
四
六
―
二
―
（
一
二
―
二
）・
一
丁
裏
・
五

丁
表
～
八
丁
表
）

\

智
積
院
智
山
書
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』（
海
応
本
）（
智
山
書
庫
六
―
一
四
―
（
七
―
二
）・
一
六
丁
裏
～
一
八
丁
裏
）

[

種
智
院
大
学
密
教
資
料
研
究
所
長
谷
文
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』
第
四
　
二
（
一
丁
裏
・
五
丁
表
～
九
丁
表
）

種
注
東
注
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（「
写
真
篇
『
真
俗
雑
記
』
二
『
種
智
院
大
学
密
教
資
料
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
・
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
六
頁
・
一
〇
九
頁
～

一
一
三
頁
。^

対
校
本X

本
と
同
本
と
考
え
ら
れ
る
）

Z

『
真
言
宗
全
書
』
所
収
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
第
一
（
高
野
山
南
院
松
永
宥
見
師
蔵
写
本
）（
真
全
三
七
・
三
頁
上
～

五
頁
下
）

ま
たZ
に
付
記
さ
れ
る
次
の
校
訂
本
の
校
異
に
つ
い
て
も
、
底
本
と
比
較
し
て
差
異
を
示
し
た
。

Y

ロ
本
（
高
野
山
正
智
院
蔵
写
本
）

四
、【
本
文
】
の
条
目
ご
と
に
適
宜
に
題
名
を
付
け
、
通
番
号
を
付
し
た
。
巻
第
四
ノ
一
に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

六
九
、
慈
恩
釈
云
事

七
〇
、
第
七
住
心
無
相
離
即
倶
過
失
事

七
一
、
一
道
之
乗
馳
三
駕
文
一
道
者
一
乗
歟
事

七
二
、
以
羊
鹿
牛
喩
三
乗
事

七
三
、
唯
蘊
迷
無
性
事

七
四
、
他
縁
阻
境
智
事

七
五
、
作
論
義
於
両
方
有
三
説
事

七
六
、
両
方
論
義
二
用
同
題
倶
将
如
何
可
云
耶
事

七
七
、
進
難
問
者
取
牒
歟
事

七
八
、
初
論
義
作
過
之
時
先
沙
汰
之
歟
事

七
九
、
論
匠
随
喜
導
師
作
法
事

五
、【
本
文
】
の
校
訂
に
際
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
異
体
字
の
類
も
ふ
く
め
て
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、

『
全
訳
 漢
辞
海
』
第
三
版
・
三
省
堂
・
二
〇
一
五
年
に
お
い
て
別
字
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
表
記
し

た
（
例
 : 証
・
證
、
弁
・
辨
・
辯
・
瓣
・
辧
）。
ま
た
略
字
な
ど
も
本
来
の
字
体
に
改
め
た
（
例
：
マ
カ
ヒ
ル
サ
ナ
→
摩
訶
毘
盧

遮
那
、
介
→
金
剛
、
圣
→
経
、l

→
菩
薩
）。
ま
た
踊
り
字
も
元
の
字
体
に
改
め
た
。
な
お
中
略
を
意
味
す
る
〇
は
、
そ
の
ま

ま
示
し
た
。

六
、【
校
勘
】
に
用
い
る
記
号
は
、
次
の
通
り
。

頼瑜撰『真俗雑記問答鈔』訳注（六）―巻第四ノ一 ―
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○
表
記
な
し
 →
 な
し
　
○
虫
損
・
欠
損
 →
 

○
判
読
不
能
文
字
 →
　
□

○
見
消
ち
　
 →
 

○
墨
消
し
　
　
 →
 ■
　
○
空
画
　
　
　
　
 →
「
　
」
　
　
○
頭
点
　
　
　
　
 →
 ●

七
、【
訓
読
】
は
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
文
意
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
、
段
落
を
設
け
た
。
句
読
点
を
施
し
、
漢
字
は
原
則

と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
ま
た
校
訂
者
に
よ
る
振
り
仮
名
も
表
記
し
た
。
な
お
傍
注
は
〈
　
〉
に
、
割
注
は
［
　
］

に
記
し
た
。
ま
た
書
名
は
原
則
と
し
て
『
　
』
で
囲
っ
た
。

八
、【
注
釈
】
に
お
け
る
主
要
引
用
文
献
の
略
号
は
次
の
通
り
。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
→
大
正
、『
卍
続
蔵
経
』
→
卍
続
、『
日
本
大
蔵
経
』
→
日
蔵
、『
弘
法
大
師
全
集
』
→
弘
全

『
真
言
宗
全
書
』
→
真
全

九
、【
注
釈
】【
解
説
】
に
お
い
て
、
主
な
参
考
文
献
と
し
て
以
下
を
用
い
た
場
合
、
特
に
表
記
し
な
か
っ
た
箇
所
も
あ
る
。

里
見
泰
穏
「
吉
蔵
の
法
華
経
解
釈
―
吉
蔵
の
法
雲
批
判
を
中
心
と
し
て
―
」『
法
華
経
の
思
想
と
文
化
』
平
楽
寺
書
店
・
一

九
六
五
年

丸
山
孝
雄
『
法
華
教
学
研
究
序
説

吉
蔵
に
お
け
る
受
容
と
展
開
』
平
楽
寺
書
店
・
一
九
七
八
年

栗
山
秀
純
「『
塵
塚
』
―
新
義
方
論
議
作
法
―
」『
豊
山
学
報
』
二
五
・
一
九
八
〇
年

栂
尾
祥
雲
『
日
本
密
教
学
道
史
』
栂
尾
祥
雲
全
集
六
・
臨
川
書
店
・
一
九
八
八
年

髙
井
観
海
「
伝
法
大
会
竪
義
綱
要
」『
髙
井
観
海
著
作
集
』
三
・
う
し
お
書
店
・
二
〇
〇
一
年

智
山
伝
法
院
編
『
智
山
の
論
義
―
伝
法
大
会
と
冬
報
恩
講
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
一
・
二
〇
〇
五
年

髙
橋
秀
城
「
頼
瑜
の
学
問
と
和
歌
」『
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
へ
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
二
〇
〇

三
年

吉
津
宣
英
「
吉
蔵
の
唯
識
大
乗
義
批
判
」『
吉
津
宣
英
著
作
集
』
一
・
臨
川
書
店
・
二
〇
一
八
年

ヒ

欠
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一
〇
、
本
稿
の
執
筆
担
当
者
は
次
の
通
り
。
各
担
当
箇
所
【
解
説
】
末
尾
の
（
　
）
内
に
執
筆
者
名
を
記
し
た
。

小
宮
俊
海
（
研
究
会
代
表
・
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）

野
々
部
利
生
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
生
）

増
山
賢
俊
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）

中
村
賢
識
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）

な
お
、
全
体
の
訳
注
検
討
、
な
ら
び
に
編
纂
・
校
正
を
小
林
崇
仁
（
蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
研
究
員
）、
寺
山
賢
照
（
大
正
大
学
綜

合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）、
久
保
田
綾
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
生
）、
別
所
弘
淳
（
大
正
大
学
非
常
勤
講
師
）、
小
崎
良
行

（
大
正
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
も
執
筆
担
当
者
と
共
同
で
行
っ
た
。

訳
注
研
究

六
九
、
慈
恩
釈
云
事

【
本
文
】

慈
恩
釈
云
、
開

（
１
）

者
双
開
二
出
生
・
顕
證
之
義
一
、
出
二
生
菩
提
一
顕
二
證
涅
槃
一
。
示
者
別
顕
二
法
身
・
涅
槃
一
。
○
。
悟
者
別

顕
二
報
身
・
菩
提
第
一
究
竟
本
有
種
子
一
。
入
者

（
２
）

因
（
３
）

行
之
義

文
。

義
疏
第
六
云
、
即
此
衆
生
、
値
二
仏
菩
薩
一
、
聞
レ
説
二
三
乗
教

（
４
）

一
、
種
二
三
乗
種
子
一
名

（
５
）

二
三

（
６
）

十
子
一
。
漸
次
修
行
成
二
三
乗
聖

人
一
。
故
名
二
羅
漢
・
辟
支
、
及
以
菩
薩
一
。
即
此
三

（
７
）

乗
人
、
若

（
８
）

聞
二
法
花

（
９
）

一
同
悟

（
10
）二

一
乗
一
並
名
二
菩
薩
一
。
即
此
菩
薩
修
行
満
足

頼瑜撰『真俗雑記問答鈔』訳注（六）―巻第四ノ一 ―
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故
名
為
レ
仏

文
。

【
校
勘
】

— 204 —

（
１
）
開
：[

開
示
。

（
２
）
者
：W

 

、_
^
]
[
Z
Y

に
よ
り
補
う
。

（
３
）
因
：]

[
な
し
、

因
イ
。

（
４
）
教
：]

権
、[
故
、

故
イ
。

（
５
）
名
：]

[
Z

各
。

（
６
）
三
十
子
：[

な
し
。

（
７
）
三
乗
人
～
各
菩
薩
：Z

な
し
。

（
８
）
若
：]

Z

別
、

若
イ
。

（
９
）
華
：W

_
^
\
[
Z

花
、]

に
よ
り
改
む
。

（
10
）
悟
：^

證
、

居
イ
。

欠

長
注

慈
注慈

注

慈
注

慈
注

【
訓
読
】

慈
（
１
）

恩
の
釈
に
云
く
、
開
と
は
双
び
て
出
生
・
顕
證
の
義
を
開
き
、
菩
提
を
出
生
し
涅
槃
を
顕
證
す
。
示
と
は
別
に
法
身
・

涅
槃
を
顕
す
。
○
。
悟
と
は
別
に
報
身
・
菩
提
の
第
一
究
竟
に
し
て
本
有
の
種
子
な
る
を
顕
す
。
入
と
は
因
行
の
義
な
り
と

文
り

。義
（
２
）

疏
第
六
に
云
く
、
即
ち
此
の
衆
生
、
仏
菩
薩
に
値
ひ
、
三
乗
の
教
を
説
く
を
聞
き
て
、
三
乗
の
種
子
を
種
う
る
を

三
（
３
）

十
子
と
名
づ
く
。
漸
次
に
修
行
し
て
三
乗
の
聖
人
と
成
る
。
故
に
羅

（
４
）

漢
・
辟
支
、
及
以
菩
薩
と
名
づ
く
。
即
ち
此
の
三
乗

の
人
、
若
し
法
花
を
聞
き
て
同
じ
く
一
乗
を
悟
れ
ば
並
び
に
菩
薩
と
名
づ
く
。
即
ち
此
れ
菩
薩
の
修
行
満
足
の
故
に
名
づ
け

て
仏
と
為
す
と

文
り

。

【
注
釈
】



（
１
）
慈
恩
釈
：
基
撰
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
三
末
（
大
正
三
四
・
七
一
〇
頁
下
、
七
一
一
頁
上
）
の
取
意
文
。

（
２
）
義
疏
第
六
：
吉
蔵
撰
『
法
華
義
疏
』
巻
六
（
大
正
三
四
・
五
三
四
頁
上
）

（
３
）
三
十
子
：『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
「
譬
喩
品
第
三
」
に
「
周
匝
倶
時
歘
然
火
起
焚
二‑焼
舍
宅
一
。
長
者
諸
子
、
若
十
二
十

或
至
二
三
十
一
。
在
二
此
宅
中
一
。
長
者
見
下
是
大
火
従
二
四
面
一
起
上
、
即
大
驚
怖
」（
大
正
九
・
一
二
頁
中
）
と
あ
る
よ
う
に

火
宅
の
喩
に
お
い
て
煩
悩
に
纏
わ
れ
た
一
切
衆
生
の
譬
喩
と
し
て
、
火
中
の
長
者
宅
に
は
、
三
十
人
の
童
子
が
い
る
と

さ
れ
る
。

（
４
）
羅
漢
・
辟
支
：
阿
羅
漢
（a

rh
a
t

）
と
辟
支
仏
（p

ra
ty
e
k
a
–
b
u
d
d
h
a

）
の
こ
と
。
法
華
一
乗
に
対
し
、
三
乗
の
教
え
は
声

聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
三
乗
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
声
聞
乗
を
羅
漢
、
縁
覚
乗
を
辟
支
と
称
し
て
い
る
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、
各
諸
写
本
に
お
い
て
表
紙
見
返
し
や
条
目
目
次
の
前
な
ど
巻
四
の
冒
頭
に
記
さ
れ
、
条
目
と
し
て
は
立
項
さ

れ
て
い
な
い
。
内
容
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』（
以
下
、『
法
華
経
』）
注
釈
書
関
係
な
ら
び
に
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）

の
著
作
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
巻
三
と
の
継
続
性
も
想
起
さ
れ
る
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
～
六
八
二
）
撰
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』（
以
下
、『
法
華
玄
賛
』）
巻
三
末
と

吉
蔵
撰
『
法
華
義
疏
』
巻
六
か
ら
の
引
用
を
列
記
し
て
お
り
、
と
も
に
「
譬
喩
品
第
三
」
所
説
の
「
火
宅
の
喩
」
と
「
方
便

品
第
二
」
所
説
の
①
煩
悩
障
を
断
じ
て
、
法
身
を
證
し
、
涅
槃
を
顕
證
す
（
断
徳
）
と
②
所
知
障
を
断
じ
て
、
報
身
を
證
し
、

菩
提
を
出
生
す
（
智
徳
）
の
「
開
示
悟
入
」
と
の
関
係
に
関
す
る
記
述
の
箇
所
で
あ
る
。

前
半
の
『
法
華
玄
賛
』
の
引
用
は
『
法
華
経
』
所
説
の
「
開
示
悟
入
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
開
い
て
解
釈
を
示
す
箇
所

で
あ
る
。
ま
ず
、
仏
果
の
無
上
（
菩
提
・
涅
槃
の
他
に
勝
過
す
る
も
の
が
無
い
こ
と
）
を
顕
し
、
双
じ
て
、
法
身
・
涅
槃
を
顕
證
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し
、
報
身
・
菩
提
を
出
生
せ
し
む
る
こ
と
を
「
開
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
仏
果
の
同
（
三
乗
が
無
二
平
等
で
あ
る
こ
と
）
を
顕
し
、

別
に
法
身
・
涅
槃
を
顕
證
せ
し
む
る
こ
と
を
「
示
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
仏
果
の
勝
（
二
乗
に
は
不
知
な
る
究
竟
で
あ
る
こ
と
）

を
顕
し
、
別
し
て
報
身
・
菩
提
を
出
生
せ
し
む
る
こ
と
を
「
悟
」
と
す
る
。
最
後
に
、
仏
果
の
因
（
仏
果
の
證
獲
す
る
た
め
の

因
行
）
を
顕
し
、
仏
果
に
趣
入
せ
し
む
る
を
「
入
」
と
す
る
。

後
半
の
『
法
華
義
疏
』
の
引
用
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
が
『
法
華
経
』
の
教
え
を
聞
い
て
仏
一
乗
に
入
る
過
程
を

示
し
て
い
る
。
衆
生
は
仏
菩
薩
よ
り
三
乗
教
を
聞
い
た
時
点
で
は
、
い
ま
だ
火
宅
に
取
り
残
さ
れ
た
三
十
子
の
段
階
で
漸
次

修
行
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
人
々
も
法
華
一
仏
乗
の
教
え
を
聞
い
た
な
ら
ば
総
じ
て
菩
薩
と
な
り
、
菩
薩
と
し
て
の
修
行
を
満
足
し
て
成
仏
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

本
条
以
降
の
巻
四
の
条
目
に
は
、
同
じ
く
火
宅
の
喩
に
関
す
る
条
目
も
あ
り
、
内
容
的
に
関
連
性
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

Y

に
は
、『
法
華
義
疏
』
の
引
用
が
な
く
、
他
写
本
と
系
統
を
異
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
とY

が
校

勘
諸
写
本
の
う
ち
最
も
古
い
形
態
を
示
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
小
宮
俊
海
）

七
〇
、
第
七
住
心
無
相
離
即
倶
過
失
事

【
本
文
】

秘
（
１
）

蔵
口
伝
抄
第
四

亦
名
二
真
俗
雑
記
問
答
鈔

（
２
）一

第
（
３
）

七
住
心
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問
（
４
）

。
大
乗
玄
二
諦
義
云
、
開

（
５
）

善
明
二
二
諦
一
体

（
６
）

一
用
二
即

（
７
）

是
（
８
）

一
。
竜
光
明
二
二
諦
各
体
一
用
二
無
相
離

（
９
）

即
一

云
云
。
今
此
即
是
即

（
10
）

、
無

相
離
即
倶
可
レ
云
レ
失
耶
。

答
云（

11
）

、
律
師
御
房
仰
云
、
嘉
祥
所
レ
破

（
12
）

也
。
所
以
倶
失
也
。
其
故
即
是
即
、
二
諦
一
体

（
13
）

談
故
堕

（
14
）

二
一
見
一
。
無
相
離
即
、
二
諦

各
体

（
15
）

不
離
故
堕

（
16
）

二
二
見
一
。
是
等
見
離
云
レ
即
也
。
故
釈

（
17
）

云
（
18
）

、
今

（
19
）

明（
20
）

、
二
諦
非
一
非
異
。
離
二
四
句

（
21
）一

為
レ
体
。
亦
明
、
非
一
非

異
非
二
不
相
離
即
一
。
非
二
即

（
22
）

是
即
一
。
離
二
四
句
一
為
レ
即

文
。
故
非
二
此
二
義
一
。
故
不
一
不
二

（
23
）

之
号
立

云
云
。

【
校
勘
】
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（
１
）
秘
蔵
口
～
問
答
鈔
：\
な
し
。

（
２
）
鈔
：_

^
]
[

抄
。

（
３
）
第
：W

]

一
第
、^

△
第
、\
●
第
。_

[

に
よ
り
改
む
。

（
４
）
問
：^

一
●
問
。

（
５
）
開
：_

聞
。

（
６
）
体
：]

[

諦
。

（
７
）
即
：_

^

な
し
。

（
８
）
是
：Y

是
ノ
即
。

（
９
）
離
：

離
。

（
10
）
即
：

イ
無
。

（
11
）
云
：\

な
し
。

（
12
）
破
：]

な
し
、

破
イ
。

（
13
）
破
：]

な
し
、

破
イ
。

（
14
）
堕
：_

[

随
。

（
15
）
体
：\

別
、[

諦
。

（
16
）
堕
：_

[

随
。

（
17
）
釈
：W

_
^
]
\
[

尺
。Z

に
よ
り
改
む
。以
下
、示

さ
ず
。

（
18
）
云
：\

云
云

云
。

（
19
）
今
：W

 

、_
^
]
[
Z

に
よ
り
補
う
。

（
20
）
今
明
二
～
～
立

云
云
：\

な
し
。

（
21
）
句
：]

な
し
、

句
イ
。

（
22
）
即
：

イ
無
。

（
23
）
二
：

異
イ
。

底
注

慈
注

慈
補

慈
補

欠

慈
補

慈
注

長
注

慈
注



【
訓
読
】

秘
蔵
口
伝
抄
第
四
［
亦
た
真
俗
雑
記
問
答
鈔
と
名
づ
く
］

第
（
１
）

七
住
心

問
ふ
。『
大

（
２
）

乗
玄
』「
二

（
３
）

諦
義
」
に
云
く
、
開（

４
）

善
は
二
諦
一
体
を
明
か
し
即
是
を
用
ふ
。
竜

（
５
）

光
は
二
諦
各
体
を
明
か
し
無
相

離
の
即
を
用
ふ
と

云
云

。
今
此
の
即
是
の
即
、
無
相
離
の
即
は
倶
に
失
と
云
ふ
べ
し
や
。

答
へ
て
云
く
、
律（

６
）師

御
房
の
仰
せ
に
云
く
、
嘉

（
７
）祥

の
破
す
る
所
な
り
。
所
以
に
倶
に
失
な
り
。
其
の
故
は
即
是
の
即
は
、
二

諦
一
体
と
談
ず
る
が
故
に
一

（
８
）の

見
に
堕
す
。
無
相
離
の
即
は
、
二
諦
各
体
に
し
て
不
離
な
る
が
故
に
二

（
９
）

の
見
に
堕
す
。
是
等

の
見
を
離
る
る
を
即
と
云
ふ
な
り
。
故
に
釈

（
10
）し

て
云
く
、
今
明
か
さ
く
、
二
諦
は
非
一
非
異
な
り
。
四

（
11
）句

を
離
れ
て
体
と
為

す
。
亦
た
明
か
さ
く
、
非
一
非
異
な
る
は
不
相
離
の
即
に
あ
ら
ず
。
即
是
の
即
に
あ
ら
ず
。
四
句
を
離
れ
て
即
と
為
す
と

文
り

。

故
に
此
の
二
義
を
非
と
す
。
故
に
不

（
12
）

一
不
二
の
号
を
立
つ
と

云
云

。

【
注
釈
】

（
１
）
第
七
住
心
：
空
海
撰
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
以
下
、『
十
住
心
論
』）（
弘
全
一
・
一
二
五
～
四
一
五
頁
）
に
説
か
れ
る

第
七
覚
心
不
生
住
心
の
こ
と
。
覚
心
不
生
住
心
は
三
論
に
相
当
す
る
。

（
２
）『
大
乗
玄
』：
吉
蔵
撰
『
大
乗
玄
論
』（
大
正
四
五
・
二
一
頁
下
～
二
二
頁
上
）

（
３
）「
二
諦
義
」：
吉
蔵
撰
『
大
乗
玄
論
』
で
は
、
八
つ
の
科
文
を
立
て
、
そ
の
第
一
の
科
文
が
「
二
諦
義
」
で
あ
る
。
吉
蔵

に
は
別
に
二
諦
に
つ
い
て
述
べ
た
『
二
諦
義
』（
大
正
四
五
・
七
七
頁
中
～
一
一
五
頁
上
）
と
い
う
著
作
が
あ
る
が
、
該
当

文
章
は
『
大
乗
玄
論
』
の
た
め
、
こ
こ
で
の
二
諦
義
と
は
、『
大
乗
玄
論
』
の
科
文
で
あ
る
「
二
諦
義
」
で
あ
る
と
考
え
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ら
れ
る
。

（
４
）
開
善
：
開
善
寺
智
蔵
（
四
五
八
～
五
二
二
）
の
こ
と
。
光
宅
寺
法
雲
 （
四
六
七
～
五
二
九
）、
荘
厳
寺
僧
旻
（
四
六
七
～
五

二
七
）
と
と
も
に
梁
の
三
大
法
師
と
称
さ
れ
る
学
僧
で
あ
る
。『
続
高
僧
伝
』
巻
五
（
大
正
五
〇
・
四
五
九
頁
下
～
四
六
七

頁
中
）
に
智
蔵
に
関
す
る
伝
記
が
み
ら
れ
る
。
著
作
に
関
し
て
は
現
存
し
な
い
も
の
の
、
大
安
寺
の
安
澄
（
七
六
三
～
八

一
四
）
撰
『
中
論
疏
記
』（
大
正
六
五
・
一
頁
上
～
二
四
八
頁
下
）
に
智
蔵
の
説
が
多
く
引
用
さ
れ
、『
成
実
論
大
義
記
』
な

る
著
作
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
５
）
竜
光
：
竜
光
寺
僧
綽
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
智
蔵
の
弟
子
。

（
６
）
律
師
御
房
：
観
音
院
廻
心
房
真
空
（
一
二
〇
四
～
一
二
六
八
）（
以
下
、
真
空
）
の
こ
と
。「
仰
せ
に
云
く
」
と
あ
る
こ
と
と

「
秘
蔵
口
伝
抄
」
と
い
う
題
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
頼
瑜
と
教
学
的
交
渉
が
あ
り
、
三
論
教
学
に
長
け
て
い
る
人
物
で
あ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
人
物
は
真
空
で
あ
ろ
う
。
真
空
は
、
元
の
諱
を
定
兼
と
言
い
、『
本
朝

高
僧
伝
』（
大
日
一
〇
三
・
七
八
四
頁
下
）
に
は
、「
称
二
東
大
寺
之
碩
才
一
、
勅
二
任
律
師
一
。
空
意
不
栄
。
甘
二
退
枯
寂
一
。

本
名
定
兼
、
革
二
今
之
名
一
、
遂
辞
二
僧
職
一
、
随
レ
縁
去
留
」
と
あ
り
、
官
職
で
あ
る
律
師
の
位
を
辞
し
て
改
名
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、『
大
悲
菩
薩
覚
盛
並
弟
子
行
状
集
』「
遍
照
心
院
開
基
真
空
律
師
行
状
」（
日
蔵
六
九
・

一
二
三
頁
上
～
一
二
四
頁
下
）
な
ど
の
史
料
名
か
ら
も
真
空
が
律
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
さ
ら
に
、
当
巻
の

別
の
箇
所
で
は
「
廻
心
房
律
師
口
云
」（
真
全
三
七
・
五
頁
下
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
巻
が
撰
述
さ
れ
た
頃
に
真
空
を

律
師
と
称
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
真
空
は
東
大
寺
東
南
院
の
貞
禅
（
生
没
年
未
詳
）
よ
り
三
論
を
修

学
し
、
凝
然
（
一
二
四
〇
～
一
三
二
一
）
撰
『
浄
土
法
門
源
流
章
』（
大
正
八
四
・
二
〇
一
頁
中
）
で
は
「
真
空
上
人
三
論
名

哲
、
遁
世
之
後
専
弘
二
真
言
一
」
と
あ
る
よ
う
に
三
論
教
学
に
長
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
頼
瑜
は
真
空
よ
り
『
秘
鈔
』

や
種
々
の
法
流
を
受
法
し
、
頼
瑜
の
諸
著
作
で
「
木
幡
義
」
と
し
て
真
空
の
説
が
重
用
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で



あ
る
。
そ
し
て
、
髙
橋
秀
城
「
頼
瑜
の
学
問
と
和
歌
」（『
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
へ
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・

二
〇
〇
三
年
・
七
八
頁
）
で
は
、
い
く
つ
か
の
和
歌
集
を
検
討
し
た
う
え
で
「
頼
瑜
も
真
空
よ
り
歌
を
習
う
機
会
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
頼
瑜
は
真
空
よ
り
、
真
言
以
外
に
も

様
々
な
事
を
受
学
し
て
い
た
と
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
ん
ら
か
の
形
で
三
論
の
教
理
を
真
空
よ
り
習
っ
て
い
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
頼
瑜
が
真
空
よ
り
親
し
く
受
法
し
た
の
は
、
木
幡
観
音
院
で
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
か
ら
の

五
年
間
で
あ
る
。
藤
田
隆
乗
「
木
幡
の
真
空
と
頼
瑜
」（『
新
義
真
言
教
学
の
研
究
』
大
蔵
出
版
・
二
〇
〇
二
年
・
三
三
四
頁
）

で
は
、
頼
瑜
と
真
空
の
出
会
い
に
つ
い
て
頼
瑜
が
南
都
に
遊
学
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
建
長
元
～
四
年
（
一
二
四
九
～

一
二
五
二
）
頃
で
あ
る
と
し
、「
も
し
建
長
三
年
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
年
、
真
空
は
東
大
寺
戒
壇
院
に
移
住
し
『
法

華
義
疏
』、『
三
論
玄
義
』
を
講
義
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
、
二
人
が
出
会
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
」
と
論
じ
て

い
る
。

（
７
）
嘉
祥
：
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
の
こ
と
。
中
国
六
朝
時
代
末
か
ら
唐
初
期
に
か
け
て
の
三
論
学
僧
。
一
説

に
よ
れ
ば
、
七
歳
の
こ
ろ
法
朗
に
つ
い
て
出
家
し
、
二
一
歳
で
具
足
戒
を
受
け
る
。
隋
が
興
る
と
、
会
稽
の
嘉
祥
寺
に

止
ま
り
、『
中
論
疏
』『
百
論
疏
』『
十
二
門
論
疏
』
な
ど
多
く
の
疏
を
著
し
た
。
開
皇
の
末
頃
に
は
、
煬
帝
の
勅
に
よ
り

揚
州
の
慧
日
道
場
に
住
し
、
の
ち
に
日
厳
寺
に
移
る
。
晩
年
は
、
武
徳
の
初
め
頃
に
十
大
徳
の
一
人
に
選
ば
れ
る
と
実

際
寺
・
定
水
寺
・
道
宗
寺
に
住
し
、の
ち
に
齊
王
元
吉
の
崇
仰
を
受
け
て
延
光
寺
に
移
る
。門
下
に
は
、慧
朗
・
慧
灌
・

智
凱
な
ど
の
俊
才
が
多
く
、
摂
山
棲
霞
寺
の
僧
朗
に
は
じ
ま
る
摂
山
三
論
学
を
継
承
し
て
大
成
さ
せ
た
三
論
宗
中
興
の

祖
と
し
て
仰
が
れ
て
い
る
。

（
８
）
一
の
見
：
複
数
の
物
事
を
一
体
と
し
て
包
括
的
に
見
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
二
諦
を
一
体
と
捉
え
て
い
る
。

（
９
）
二
の
見
：
一
の
見
と
は
逆
に
、
複
数
の
物
事
を
個
別
と
し
て
対
立
的
に
見
る
こ
と
。
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（
10
）
釈
し
て
云
く
：『
大
乗
玄
論
』
巻
第
一
（
大
正
四
五
・
二
一
頁
下
）

（
11
）
四
句
：
四
句
分
別
の
こ
と
。
有
・
空
・
亦
有
亦
空
・
非
有
非
空
の
四
種
に
分
け
て
物
事
を
捉
え
る
論
法
で
あ
る
。

（
12
）
不
一
不
二
の
号
：
空
海
撰
『
十
住
心
論
』「
覚
心
不
生
住
心
第
七
」
の
冒
頭
に
は
、
三
論
宗
の
大
意
を
述
べ
「
不
一
不

二
之
号
立
。
二
諦
四
中
之
称
顕
。
観
二
空
性
於
無
碍
一
。
越
二
戯
論
一
」（
弘
全
一
・
三
三
八
頁
）
と
あ
る
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、
三
論
の
教
理
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
特
に
吉
蔵
撰
『
大
乗
玄
論
』「
二
諦
義
」
に
説
か
れ
る
二
諦
説
を
取
り
上

げ
て
い
る
。

ま
ず
『
大
乗
玄
論
』「
二
諦
義
」
に
説
か
れ
る
智
蔵
の
二
諦
一
体
説
と
僧
綽
の
二
諦
各
体
説
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
成
実
師

で
あ
る
智
蔵
と
僧
綽
の
二
諦
説
を
否
定
し
、
そ
の
後
に
吉
蔵
（
三
論
）
の
二
諦
説
を
正
義
と
し
て
説
明
す
る
構
成
に
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
頼
瑜
が
直
接
的
に
智
蔵
・
僧
綽
の
説
を
否
定
す
る
訳
で
は
な
く
、
律
師
御
房
の
見
解
と
し
て
述
べ

ら
れ
る
。

智
蔵
は
俗
即
真
・
真
即
俗
と
い
う
考
え
（
即
是
）
の
も
と
、
真
と
俗
の
実
体
は
同
一
で
あ
る
と
主
張
し
、
僧
綽
は
、
真
と

俗
の
実
体
は
別
で
あ
る
も
の
の
真
と
俗
は
互
い
に
離
れ
る
こ
と
な
く
存
在
し
て
い
る
と
す
る
二
諦
不
離
相
即
説（
別
体
説
）

を
成
立
さ
せ
た
。
そ
の
よ
う
な
両
者
の
見
解
に
対
し
て
吉
蔵
は
、
二
諦
は
「
同
一
で
あ
る
」・「
別
異
で
あ
る
」・「
同
一
か

つ
別
異
で
あ
る
」・「
同
一
で
な
く
別
異
で
も
な
い
」と
い
う
四
つ
の
状
態
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
独
自
の
二
諦
説

を
展
開
す
る
。

ま
た
本
条
目
は
冒
頭
に
「
第
七
住
心
」
と
あ
る
。
第
七
住
心
は
空
海
の
『
十
住
心
論
』
お
よ
び
『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
お
い
て

三
論
を
説
く
住
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
書
に
お
い
て
二
諦
に
関
す
る
記
述
が
確
認
で
き
る
の
は
『
十
住
心
論
』
の
み
で
あ



（
１
）
問
：W

]
[
Z

二
問
、^

二
●
問
、\

●
問
、_

に
よ

り
改
む
。

（
２
）
云
：\

者
。

（
３
）
香
象
天
～
乗
異
也
：\

な
し
。

る
。
こ
と
に
本
条
目
は
『
十
住
心
論
』
中
の
「
不
一
不
二
之
号
立
」
と
い
う
文
言
を
、『
大
乗
玄
論
』
の
教
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、

律
師
御
房
が
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
頼
瑜
撰
『
十
住
心
論
衆
毛
鈔
』
巻
七
（
真
全
一
〇
・
四
四
二
頁
上
～
四
四
三
頁
上
）
に
「
色
空
相
即
離
二
四
句
一
事
」

と
し
て
、
類
似
の
問
答
が
存
在
す
る
。
そ
こ
に
は
吉
蔵
の
説
を
受
け
て
「
私
云
、
若
依
二
此
釈
一
者
、
今
離
二
四
句
一
云
レ
即
。

非
二
不
離
即
一
、
非
二
即
是
即
一
也
。
但
下
云
二
不
離
一
、
離
二
四
句
一
云
二
不
離
一
、
云
二
不
異
一
歟
」
と
い
う
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
経
典
の
引
用
を
す
る
の
み
で
頼
瑜
の
見
解
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

（
野
々
部
利
生
）

七
一
、
一
道
之
乗
馳
三
駕
文

一
道
者
一
乗
歟
事

【
本
文
】

問
（
１
）

。
論
云
、
一
道
之
乗
馳
二
三
駕
一

文
。
一
道
者
一
乗
歟
。
同
仰
云
、
一
乗
云

（
２
）

香
（
３
）

象
・
天
台
等
一
乗
異
也
。
嘉
祥
意
三
乗
中

菩
薩
乗

（
４
）

一
乗
云

（
５
）

也
。
是
則
大
白
牛
車
也

（
６
）

。
全
三
車
外
別
非
レ
有
二
大
白
牛
車
一
。
三
論
宗
立
二
三
車
一
。
故
但

（
７
）

羊（
８
）・

鹿
・
牛
之

（
９
）

中
乃

（
10
）牛

菩
薩

（
11
）

乗
。
大
白
牛
車
菩
薩

（
12
）乗

取
挙
レ
果
也
。
法
華

（
13
）

遊
（
14
）

意
云
、
小
志

（
15
）

前
開

（
16
）

故
（
17
）

早
馳
二
羊
・
鹿
一
、
大
心
後
発
方
駕
二
此
白

牛
一

文
。

【
校
勘
】
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（
４
）
乗
：\

乗
云
。

（
５
）
云
也
：\

な
し
。

（
６
）
也
全
三
～
白
牛
車
：\

な
し
。

（
７
）
但
羊
鹿
牛
：\

な
し
。

（
８
）
羊
：_
半
。

（
９
）
之
：]

[
Z

也
、\

な
し
。

（
10
）
乃
：\

Z

な
し
。

（
11
）
薩
：_

提
。

（
12
）
薩
：_

提
。

（
13
）
華
：W

_
^
\
[
Z

花
、]

に
よ
り
改
む
。

（
14
）
遊
：W

_
^
]
\
[

述
、Z

に
よ
り
改
む
。

（
15
）
志
：]

[
Z

者
、

志
イ
。

（
16
）
開
：_

^

聞
。

（
17
）
故
：_

故
故
。

長
注

慈
注

【
訓
読
】

問
ふ
。『
論

（
１
）

』
に
云
く
、
一
道
の
乗
に
三
駕
を
馳
す
と

文
り

。
一
道
と
は
一
乗
か
。
同
じ
く
仰

（
２
）せ

に
云
く
、
一
乗
と
云
ふ
は
と

て
香

（
３
）

象
・
天

（
４
）台

等
の
一
乗
に
は
異
な
る
な
り
。
嘉

（
５
）

祥
の
意
は
三
乗
の
中
の
菩
薩
乗
を
一
乗
と
云
ふ
な
り
。
是
れ
則
ち
大

（
６
）

白
牛

車
な
り
。
全
く
三

（
７
）

車
の
外
に
別
に
大
白
牛
車
有
る
に
非
ず
。
三

（
８
）論

宗
に
は
三
車
を
立
つ
。
故
に
但
だ
羊
・
鹿
・
牛
の
中
の
牛

は
菩
薩
乗
な
り
。
大
白
牛
車
は
菩
薩
乗
に
取
り
て
果
を
挙
ぐ
る
な
り
。『
法

（
９
）華

遊
意
』
に
云
く
、
小

（
10
）志

は
前
に
開
く
が
故
に
早

く
羊
・
鹿
を
馳
せ
、
大

（
11
）

心
は
後
に
発
し
て
方
に
此
の
白
牛
に
駕
す
と

文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）『
論
』：
空
海
撰
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
以
下
、『
十
住
心
論
』）
の
こ
と
。『
十
住
心
論
』
巻
七
冒
頭
の
覚
心
不
生
住

心
の
内
証
を
説
く
「
一
念
之
念
経
二
三
大
一
而
勤
二
自
行
一
、
一
道
之
乗
馳
二
三
駕
一
而
労
二
化
他
一
」（
弘
全
一
・
三
三
八
頁
）

の
一
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
海
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
（
弘
全
一
・
四
五
三
頁
）
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら



れ
る
。
一
道
と
は
一
実
中
道
の
略
で
あ
り
、
善
無
畏
口
説
・
一
行
筆
記
『
大
毘
盧
舎
那
成
仏
経
疏
』「
受
法
方
便
学
処
品

第
一
八
」（
大
正
三
九
・
七
五
八
頁
中
）
で
は
、「
一
道
者
即
是
一
切
無
礙
人
、
共
出
二
生
死
一
直
至
二
道
場
一
之
道
也
。
而
言

レ
一
者
、
此
即
如
如
之
道
、
独
一
法
界
、
故
言
レ
一
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
三
駕
と
は
三
つ
の
駕
（
声
聞
乗
・
縁

覚
乗
・
菩
薩
乗
）
を
指
す
。
こ
の
『
十
住
心
論
』
の
文
は
、
一
念
の
間
に
三
大
阿
僧
祇
劫
を
経
て
自
行
を
修
し
、
絶
対
的

に
真
実
な
相
対
性
を
超
え
た
立
場
で
、非
有
非
空
の
中
道
の
教
え（
菩
薩
乗
）を
三
つ
の
駕
の
三
乗
に
の
せ
て
馳
せ
、人
々

を
導
く
と
い
う
意
で
あ
る
。
本
条
目
に
お
い
て
『
十
住
心
論
』
か
ら
の
引
用
に
続
け
て
「
一
道
者
一
乗
歟
」
と
述
べ
て

お
り
、
三
車
家
四
車
家
の
問
題
を
提
示
す
る
た
め
に
引
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

（
２
）
仰
せ
に
云
く
：
前
条
目
と
同
様
に
律
師
御
房
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
、
木
幡
観
音
院
真
空
（
一
二
〇
四
～
一
二
六
七
）
に
比

定
さ
れ
る
。

（
３
）
香
象
：
香
象
大
師
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
の
こ
と
。
法
蔵
は
中
国
初
唐
時
代
の
華
厳
教
学
の
大
成
者
。
長
安
で
生
ま

れ
、
十
七
歳
で
太
白
山
に
入
り
修
行
し
、
洛
陽
の
雲
華
寺
の
華
厳
宗
第
三
祖
至
相
大
師
智
儼
（
六
〇
二
～
六
六
八
）
よ
り

実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
八
〇
巻
）
の
講
義
を
受
け
た
。
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
太
原
寺
を
則
天
武
后
（
六
二

四
～
七
〇
五
）
が
建
立
す
る
と
、
師
道
成
等
の
推
挙
に
よ
り
、
勅
を
受
け
て
出
家
し
、
太
原
寺
や
雲
華
寺
で
『
華
厳
経
』

を
講
じ
た
。
永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
に
は
地
婆
訶
羅
（
六
一
三
～
六
八
七
）
の
訳
場
に
お
い
て
「
入
法
界
品
」
の
梵
本
を
校

勘
し
、『
華
厳
経
』（
六
〇
巻
）
の
闕
文
を
補
っ
て
い
る
。
証
聖
元
年
（
六
九
五
）
に
実
叉
難
陀
（
六
五
二
～
七
一
〇
）
が
大

内
遍
空
寺
に
お
い
て
『
華
厳
経
』（
八
〇
巻
）
を
訳
経
す
る
時
に
は
筆
授
を
担
当
し
た
。
洛
陽
、
西
安
な
ど
五
箇
所
に
華

厳
寺
を
建
て
、
華
厳
和
尚
と
称
さ
れ
た
。
華
厳
一
宗
を
大
成
し
、
唐
第
四
代
皇
帝
中
宗
（
六
五
六
～
七
一
〇
）、
唐
第
五
代

皇
帝
睿
宗
（
六
六
二
～
七
一
六
）
の
戒
師
と
な
り
、
則
天
武
后
に
重
用
さ
れ
た
。
先
天
元
年
（
七
一
二
）
大
薦
福
寺
で
入
滅
。

『
華
厳
五
教
章
』『
大
乗
起
信
論
義
記
』
な
ど
多
く
の
書
物
を
著
し
、
門
下
に
は
宏
観
・
文
超
・
智
光
・
宗
一
・
慧
苑
・
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慧
英
等
が
い
る
。
後
世
華
厳
宗
の
第
三
祖
と
し
て
仰
が
れ
て
い
る
。

（
４
）
天
台
：
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
の
こ
と
。
智
顗
は
梁
・
陳
・
隋
に
か
け
て
活
躍
し
た
。
荊
州
華
容
県
（
湖

南
省
北
端
）
に
生
ま
れ
、
一
八
歳
の
時
沙
門
法
諸
に
つ
い
て
湘
州
果
願
寺
で
出
家
し
、
慧
曠
律
師
か
ら
律
蔵
を
学
び
、
兼

ね
て
大
乗
経
典
も
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
天
嘉
元
年
（
五
六
〇
）
光
州
大
蘇
山
に
入
り
南
岳
大
師
慧
思
（
五
一
五
～
五
七
七
）

の
許
で
法
華
三
昧
を
行
じ
た
。
慧
思
の
付
属
を
受
け
て
光
大
元
年
（
五
六
七
）
金
陵
（
南
京
）
に
入
り
、
瓦
官
寺
に
お
い

て
禅
法
を
弘
め
た
。
太
建
七
年
（
五
七
五
）
天
台
山
に
入
り
、
そ
の
後
、
天
台
山
か
ら
金
陵
に
下
り
て
禎
明
元
年
（
五
八

七
）
に
は
光
宅
寺
で
『
法
華
経
』
を
講
じ
た
。
開
皇
一
一
年
（
五
九
一
）
晋
王
広
（
後
の
隋
第
二
代
皇
帝
煬
帝
）（
五
六
九
～

六
一
八
）
に
菩
薩
戒
を
授
け
て
智
者
大
師
の
号
を
贈
ら
れ
た
。
開
皇
一
七
年
（
五
九
七
）
天
台
山
に
て
入
滅
。
著
作
は
『
法

華
玄
義
』『
法
華
文
句
』『
摩
訶
止
観
』
な
ど
多
く
あ
り
、
門
下
に
は
灌
頂
・
智
越
・
智
澡
等
ら
三
二
人
が
い
る
。
中
国

天
台
宗
の
祖
と
し
て
仰
が
れ
て
い
る
。

（
５
）
嘉
祥
の
意
：
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
の
事
績
に
つ
い
て
は
前
条
目
の
【
注
釈
】（
７
）
参
照
。
本
条
目

で
は
、
三
乗
の
中
の
菩
薩
乗
が
一
乗
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
同
一
で
あ
れ
ば
三
車
、
異
な
れ
ば

四
車
と
な
る
。
田
村
芳
朗
・
藤
井
教
公
『《
仏
典
講
座
七
》
法
華
経
』
上
（
大
蔵
出
版
・
一
九
八
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
中

国
で
は
、
三
論
宗
の
吉
蔵
や
法
相
宗
の
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
～
六
八
三
）
が
三
車
家
の
立
場
を
取
り
、
華
厳
宗
の
光

宅
寺
法
雲
（
四
六
七
～
五
二
九
）
や
天
台
宗
の
智
顗
が
四
車
家
の
立
場
を
取
っ
た
。
論
争
が
起
き
た
主
な
原
因
は
、
鳩

摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』「
方
便
品
第
二
」
の
「
如
来
但
以
二
一
仏
乗
一
故
、
為
二
衆
生
一
説
レ
法
。
無
レ
有
二
餘
乗
若

二
若
三
一
」（
大
正
九
・
七
頁
中
）
の
「
若
二
若
三
」
を
「
二
乗
、
あ
る
い
は
三
乗
」
と
解
釈
す
る
か
「
第
二
の
乗
、
第

三
の
乗
」
と
解
釈
す
る
か
の
違
い
に
よ
る
。
吉
蔵
の
『
法
華
経
』
に
関
す
る
注
釈
書
は
『
法
華
玄
論
』
一
〇
巻
（
大

正
三
四
・
一
七
二
〇
番
）・『
法
華
義
疏
』
一
二
巻
（
大
正
三
四
・
一
七
二
一
番
）・『
法
華
遊
意
』
一
巻
（
大
正
三
四
・
一
七
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二
二
番
）・『
法
華
統
略
』
六
巻
（
卍
続
二
七
・
五
八
二
番
）・『
法
華
論
疏
』
三
巻
（
大
正
四
〇
・
一
八
一
八
番
）
の
五
つ
あ

る
が
、「
若
二
若
三
」
に
対
す
る
吉
蔵
の
解
釈
は
、『
法
華
玄
論
』
巻
四
に
「
文
云
、
如
来
但
以
二
一
仏
乗
一
故
為
二
衆

生
一
説
レ
法
、
無
レ
有
二
餘
乗
若
二
、
若
三
一
。
此
文
次
第
列
二
三
乗
一
也
。
但
以
二
一
仏
乗
一
者
、
謂
仏
乗
為
二
第
一
一
也
。

無
レ
有
二
餘
乗
若
二
、
若
三
一
者
、
無
レ
有
下
縁
覚
為
二
第
二
一
、
声
聞
為
中
第
三
上
。
以
二
此
文
一
詳
レ
之
、
即
唯
有
二
三
車
一
。

即
執
レ
四
為
レ
謬
矣
」（
大
正
三
四
・
三
八
九
頁
上
）
と
あ
り
、
吉
蔵
が
三
車
家
と
い
わ
れ
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
丸
山

孝
雄
『
法
華
教
学
研
究
序
説
　
吉
蔵
に
お
け
る
受
容
と
展
開
』（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
七
八
年
）
に
よ
れ
ば
、『
法
華
義
疏
』

巻
一
「
序
品
第
一
」
の
「
問
。
乗
権
乗
実
以
二
一
乗
一
為
レ
実
餘
二
為
レ
権
。
身
義
云
何
。
答
。
三
身
之
中
又
得
二
法
身
一

為
レ
実
応
化
為
レ
権
」（
大
正
三
四
・
四
五
三
頁
中
）
の
部
分
よ
り
「
世
に
三
車
家
と
い
わ
れ
る
吉
蔵
の
立
場
を
端
的
に
示

し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
里
見
泰
穏
「
吉
蔵
の
法
華
経
解
釈
―
吉
蔵
の
法
雲
批
判
を
中
心
と
し
て
―
」

『
法
華
経
の
思
想
と
文
化
』（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
六
五
年
）
や
丸
山
孝
雄
が
『
法
華
玄
論
』
巻
四
（
大
正
三
四
・
三
八
八

頁
下
～
三
八
九
頁
上
）
に
吉
蔵
が
挙
げ
た
法
雲
の
四
車
説
に
対
し
、「
光
宅
失
旨
也
」
と
三
車
説
の
立
場
か
ら
批
判
し
て

い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
と
同
時
代
の
三
論
宗
の
綱
要
集
で
あ

る
玄
叡
集
『
大
乗
三
論
大
義
鈔
』
巻
四
「
三
車
四
車
諍
論
第
八
」（
大
正
七
〇
・
一
六
八
頁
上
～
一
七
〇
頁
中
）
に
も
三

車
家
四
車
家
に
つ
い
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
６
）
大
白
牛
車
：『
法
華
経
』
巻
二
「
譬
喩
品
第
三
」
の
三
車
火
宅
の
比
喩
に
お
い
て
避
難
し
た
子
供
達
（
衆
生
）
に
与
え

た
牛
車
の
こ
と
。『
法
華
経
』
巻
二
「
譬
喩
品
第
三
」（
大
正
九
・
一
二
頁
下
）
に
は
、「
爾
時
、
長
者
各
賜
二
諸
子
等
一

大
車
一
。
其
車
高
広
、
衆
宝
荘
校
、
周
匝
欄
楯
、
四
面
懸
レ
鈴
、
又
於
二
其
上
一
張
二
設
幰
蓋
一
。
亦
以
二
珍
奇
雑
宝
一
、

而
厳
二
飾
之
一
。
宝
縄
絞
絡
垂
二
諸
華
瓔
一
、
重
二
敷
膕
綖
一
、
安
二
置
丹
枕
一
、
駕
以
二
白
牛
一
。
膚
色
充
潔
、
形
体
姝
好
、

有
二
大
筋
力
一
、
行
歩
平
正
、
其
疾
如
風
」
と
あ
る
。
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（
７
）
三
車
：『
法
華
経
』
巻
二
「
譬
喩
品
第
三
」（
大
正
九
・
一
二
頁
中
～
一
三
頁
上
）
に
見
ら
れ
る
喩
え
の
こ
と
。
三
車
火
宅

の
比
喩
と
は
、
火
災
と
な
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
に
家
で
遊
ん
で
い
る
子
供
達
に
、
門
の
外
に
あ
る
羊
車
・
鹿
車
・
牛

車
を
与
え
る
の
で
早
く
出
て
く
る
よ
う
に
呼
び
か
け
、
子
供
達
を
火
の
出
た
家
よ
り
脱
出
さ
せ
る
話
で
、
羊
車
を
声
聞

乗
、
鹿
車
を
縁
覚
乗
、
牛
車
を
菩
薩
乗
に
喩
え
て
三
車
を
三
乗
の
教
え
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
家
の
外
に
出
た
子
供
達

全
て
に
大
白
牛
車
を
与
え
、
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
を
三
乗
に
喩
え
て
方
便
と
し
、
大
白
牛
車
を
一
乗
に
喩
え
て
真
実
と

し
て
い
る
。

（
８
）
三
論
宗
：『
中
論
』・『
百
論
』・『
十
二
門
論
』
の
三
論
の
思
想
を
旨
と
す
る
学
派
の
こ
と
。
吉
蔵
の
教
学
に
基
づ
き
大

成
さ
れ
た
。
空
観
の
教
学
を
中
心
と
す
る
が
、
イ
ン
ド
中
観
派
と
は
異
な
り
一
乗
の
立
場
に
立
つ
。

（
９
）『
法
華
遊
意
』：
吉
蔵
撰
『
法
華
遊
意
』（
大
正
三
四
・
六
三
三
頁
中
）

（
10
）
小
志
：
小
乗
を
求
め
る
心
。
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
を
指
す
。

（
11
）
大
心
：
大
乗
を
求
め
る
心
。
菩
薩
乗
を
指
す
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、
前
条
目
に
引
き
続
き
『
十
住
心
論
』
の
第
七
住
心
よ
り
「
一
道
之
乗
馳
二
三
駕
一
」
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
道
と
は
一
乗
を
指
す
か
否
か
に
つ
い
て
問
う
て
い
る
。

答
え
と
し
て
律
師
御
房
の
仰
せ
を
挙
げ
、
一
道
は
一
乗
を
指
す
と
し
て
も
、
吉
蔵
（
三
車
家
）
の
い
う
一
乗
は
、
法
蔵
や
智

顗
（
四
車
家
）
が
主
張
す
る
一
乗
と
は
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、『
法
華
経
』
巻
二
「
譬
喩
品
第
三
」（
大
正
九
・
一

二
頁
中
～
一
三
頁
上
）
に
説
か
れ
る
三
車
火
宅
の
比
喩
よ
り
、
吉
蔵
は
三
乗
の
う
ち
菩
薩
乗
が
一
仏
乗
で
あ
り
、
牛
車
は
大
白

牛
車
と
同
一
と
見
て
、
三
車
家
の
立
場
を
取
る
と
述
べ
て
い
る
。
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最
後
に
『
法
華
遊
意
』
の
序
を
引
用
し
、
小
乗
を
求
め
る
心
が
先
に
生
じ
た
の
で
、
早
く
羊
車
と
鹿
車
を
走
ら
せ
、
大
乗

を
求
め
る
心
が
後
に
生
じ
た
の
で
、
白
牛
の
車
に
乗
る
と
述
べ
て
い
る
。
中
国
で
は
牛
車
と
大
白
牛
車
を
同
一
と
見
る
か
否

か
で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
同
一
と
と
ら
え
る
立
場
を
三
車
家
、
異
な
る
も
の
と
と
ら
え
る
立
場
を
四
車
家
と
い
う
。
吉
蔵

が
三
車
家
の
立
場
を
取
る
と
本
条
目
で
述
べ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
増
山
賢
俊
）

七
二
、
以
羊
鹿
牛
喩
三
乗
事

【
本
文
】

問
（
１
）

。
以
二
羊
鹿
牛
一
喩
二
三
乗
一
之

（
２
）

意
如
何
。

答
。
義
疏

嘉
祥

第
六
云

（
３
）

、
羊

（
４
）

車
・
鹿
車
・
牛
車
者
、
菩
薩
化
レ
世
、
声
聞
従
レ
師
並
居
二
人
間
一
之
類
故
如
二
牛
・
羊

（
５
）一

。
縁
覚
進

不
レ
化
レ
世
、
退
不
レ
従
レ
師
。
喩
レ
之
如
レ
鹿
。
以
表
二
山
林
之
流
一
。
又
釈

（
６
）

、
羊
之
為
レ
狩

（
７
）

其
性
遅
鈍
譬

（
８
）二

於
声

（
９
）

聞
一
、
鹿
性
捷

（
10
）

疾
譬

（
11
）二

於
縁
覚
一
、
牛
力
強
恒

（
12
）

引
レ
重
之
レ
遠
譬

（
13
）二

於
菩
薩
一
。
又
解
、
羊
形
小
譬

（
14
）二

小
乗
一
、
鹿
形
処
レ
中
譬

（
15
）二

中
乗
一
、
牛
形
大

譬
（
16
）二

菩
薩
乗
一
也
。

問
。
為
下
約
二
三
智
一
明
中
三
車
優
劣
上
、
為
レ
約
二
三
断
一
耶
。

答
。
有
人
云

（
17
）

、
具

（
18
）

約
二
智
断
優

（
19
）

劣
一
、
声
聞
但
断
二
正
使

（
20
）一

、
縁
覚
仮

（
21
）

断
二
小
習
一
、
菩
薩
結
習
倶
傾
。
今
謂
、
中
乗
断
レ
習
経
論

無
レ
文
。
但
取
二
智
優
劣
一
譬

（
22
）二

三
車
不
同
一
耳

文
。

【
校
勘
】
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（
１
）
問
：W

]
[
Z

三
門
、_

\

●
問
、^

三
●
問
、
前
条

の
表
記
に
揃
え
て
改
む
。

（
２
）
之
：\

な
し
。

（
３
）
云
：W

_

な
し
、^

]
\
[
Z

に
よ
り
補
う
。

（
４
）
羊
車
鹿
～
薩
乗
也
：\

乃
至
。

（
５
）
羊
：]

[

車
。

（
６
）
釈
：W

_
^
[
Z

尺
、]

に
よ
り
改
む
。

（
７
）
狩
：[

獣
。

（
８
）
譬
：_

［
　
　
］。

（
９
）
声
：_

其
。

（
10
）
捷
：W

_

櫃
、^

]
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
11
）
譬
：_

顕
。

（
12
）
恒
：_

^
]
\

軽
。

（
13
）
譬
：_

顕
。

（
14
）
譬
：_

［
　
　
］。

（
15
）
譬
：_

［
　
　
］。

（
16
）
譬
：_

［
　
　
］。

（
17
）
云
：W

_
]
Z

之
、^

\
[

に
よ
り
改
む
。

（
18
）
具
：]

[

其
。

（
19
）
優
：W

_
^

憂
、]

\
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
20
）
使
：_

Z

便
。

（
21
）
仮
：_

^

侵
。

（
22
）
譬
：_

［
　
　
］。
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【
訓
読
】

問
ふ
。
羊
鹿
牛
を
以
て
三（

１
）

乗
に
喩
ふ
る
の
意
如
何
ん
。

答
ふ
。『
義
疏
』［
嘉
祥
］
第

（
２
）

六
に
云
く
、
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
と
は
、
菩
薩
は
世
を
化
し
、
声
聞
は
師
に
従
ひ
て
は
並

び
に
人
間
に
居
す
る
の
類
に
な
る
が
故
に
牛
・
羊
の
如
し
。
縁
覚
は
進
ん
で
世
を
化
さ
ず
、
退
き
て
師
に
従
は
ず
。
こ
れ

を
喩
ふ
る
に
鹿
の
如
し
。
以
て
山
林
の
流
を

�
�
�
　

表
す
。
又
た
釈
す
る
に
、
羊
の
狩
ら
る
る
其
の
性
の
遅
鈍
な
る
を
声
聞
に
譬

へ
、
鹿
の
性
の
捷
疾
な
る
を
縁
覚
に
譬
へ
、
牛
の
力
の
強
く
恒
に
重
き
な
る
を
引
き
て
遠
く
に
之
く
を
菩
薩
に
譬
ふ
。
又
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（
１
）
三
乗
：
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
こ
と
。

（
２
）『
義
疏
』［
嘉
祥
］
第
六
：
吉
蔵
撰
『
法
華
義
疏
』
巻
五
（
大
正
三
四
・
五
二
五
頁
下
）
の
こ
と
。
本
条
で
は
第
六
と
あ
り
、

大
正
本
の
該
当
箇
所
と
は
巻
数
が
異
な
る
。

（
３
）
中
乗
：
三
乗
の
中
間
、
縁
覚
乗
の
こ
と
。

（
４
）
三
智
：
一
切
智
・
道
種
智
・
一
切
智
智
の
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
に
対
応
す
る
。

（
５
）
三
車
：
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
。『
法
華
経
』
巻
二
「
譬
喩
品
第
三
」（
大
正
九
・
十
二
頁
下
）
に
説
く
。

（
６
）
三
断
：『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
に
説
く
見
所
断
・
修
所
断
・
非
所
断
の
こ
と
。
断
は
、
縛
を
断
じ
て
離
縛
を
証
得
す
る

意
で
、
見
道
所
断
を
見
所
断
、
修
道
所
断
を
修
所
断
、
見
修
所
断
に
非
ざ
る
法
を
非
所
断
と
い
う
。

（
７
）
有
る
人
云
く
：
法
雲
撰
『
法
華
経
義
記
』
巻
四
に
「
声
聞
止
断
二

正
使
一

別
相
枝
条
、
能
荷
負
二

最
劣
一

取
譬
二

羊

車
一

。
縁
覚
侵
二

断
小
習
一

知
見
少
広
取
譬
二

鹿
車
一

。
菩
薩
断
レ

習
浄
尽
二

知
見
円
明
運
用
最
勝
取
譬
二

牛
車
一

」（
大

正
三
三
・
六
二
〇
頁
中
～
下
）
と
あ
る
。
な
お
、
当
該
箇
所
は
諸
子
索
車
の
喩
え
に
四
重
あ
る
義
の
う
ち
第
三
「
索

た
解
す
る
に
、
羊
の
形
の
小
な
る
を
小
乗
に
譬
へ
、
鹿
の
形
の
中
に
処�

　

る
を
中

（
３
）

乗
に
譬
へ
、
牛
の
形
の
大
な
る
を
菩
薩
乗

に
譬
ふ
る
な
り
。

問
ふ
。
三

（
４
）

智
に
約
し
て
三

（
５
）

車
の
優
劣
を
明
か
さ
ん
が
為
に
、
三

（
６
）

断
に
約
す
と
せ
ん
や
。

答
ふ
。
有

（
７
）

る
人
の
云
く
、
具
さ
に
智
断
の
優
劣
に
約
し
て
、
声
聞
は
但
だ
正

（
８
）

使
を
断
じ
、
縁
覚
は
仮
に
小

（
９
）習

を
断
じ
、
菩

薩
は
結

（
10
）

習
倶
に
傾
く
。
今
謂
く
、
中
乗
の
習
を
断
ず
る
こ
と
経
論
に
文
無
し
。
但
だ
し
智
の
優
劣
を
取
り
て
三
車
の
不
同
に

譬
ふ
る
の
み
と

文
り

。

【
注
釈
】



車
の
義
を
覆
明
す
」
に
あ
た
る
。『
法
華
経
義
記
』
は
、
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
断
片
的
な
『
法
華
経
疏
』
を
除
け

ば
、
道
生
（
三
五
五
頃
～
四
三
四
）
の
『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
の
次
に
古
い
『
法
華
経
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
本
書

は
当
時
の
傑
出
し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
吉
蔵
と
智
顗
は
批
判
し
な
が
ら
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ

る
。
一
方
、
聖
徳
太
子
は
本
書
を
尊
重
し
た
。
ま
た
法
雲
は
、
荘
厳
寺
僧
旻
、
開
善
寺
智
蔵
と
共
に
梁
の
三
大

法
師
と
称
さ
れ
、
寺
名
に
因
み
光
宅
と
も
い
う
。
な
お
、
法
雲
の
著
作
で
現
存
す
る
も
の
は
『
法
華
経
義
記
』
の

み
で
あ
る
。

（
８
）
正
使
：
習
気
に
対
し
て
煩
悩
の
主
体
の
こ
と
。
煩
悩
の
余
薫
・
習
気
に
対
し
て
正
と
い
い
、
衆
生
を
駆
使
し
て
生
死
に

流
転
す
る
の
で
使
と
い
う
。

（
９
）
小
習
：
煩
悩
の
余
薫
・
習
気
の
こ
と
。
少
し
の
習
気
。
正
と
習
の
中
間
。『
法
華
経
義
記
』
に
あ
る
「
縁
覚
侵
二
断
小

習
一
知
見
少
広
取
譬
二
鹿
車
一
」（
大
正
三
三
・
六
二
〇
頁
）
の
用
例
に
よ
る
。

（
10
）
結
習
：
煩
悩
の
習
気
の
こ
と
。
心
の
む
す
ぼ
れ
で
あ
る
結
と
誤
っ
た
習
慣
性
で
あ
る
習
よ
り
な
る
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、
前
条
目
に
続
い
て
三
車
に
関
す
る
問
答
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
三
乗
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
）
を
三
車
（
羊
車
・

鹿
車
・
牛
車
）
で
喩
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』
を
引
用
し
て
答
え
て
い
る
。

『
法
華
義
疏
』
で
は
、
三
乗
を
羊
鹿
牛
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
、
性
質
、
大
き
さ
に
よ
っ
て
喩
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
声
聞
は

師
に
従
う
の
で
羊
、
縁
覚
は
衆
生
を
教
化
せ
ず
師
に
従
わ
な
い
の
で
鹿
、
菩
薩
は
衆
生
を
教
化
す
る
の
で
牛
に
喩
え
た
。
ま

た
、
羊
の
性
質
は
遅
鈍
の
た
め
声
聞
、
鹿
の
性
質
は
捷
疾
の
た
め
縁
覚
、
牛
の
力
は
強
く
遠
く
ま
で
行
く
の
で
菩
薩
に
喩
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
羊
は
小
さ
い
の
で
小
乗
、
鹿
は
中
位
な
の
で
中
乗
（
縁
覚
乗
）、
牛
は
大
き
い
の
で
菩
薩
乗
に
喩
え
て
い
る
。
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加
え
て
『
法
華
義
疏
』
で
は
、
三
智
に
よ
っ
て
三
車
の
優
劣
を
明
か
し
、
三
断
に
約
す
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
法
雲

の
講
義
録
で
あ
る
『
法
華
経
義
記
』
を
引
い
て
声
聞
は
正
使
を
断
じ
、
縁
覚
は
小
習
を
断
じ
、
菩
薩
は
結
習
倶
に
滅
す
と
答

え
て
い
る
。
し
か
し
、
中
乗
（
縁
覚
）
が
習
を
断
ず
と
い
う
文
は
経
論
に
み
ら
れ
ず
、
た
だ
し
智
の
優
劣
に
よ
っ
て
三
車
の
不

同
に
喩
え
て
い
る
。

（
中
村
賢
識
）

七
三
、
唯
蘊
迷
無
性
事

【
本
文
】

問
（
１
）

。
論
云
、
悲

（
２
）三

唯
蘊
之
迷
二
無
性
一

文
。
三
論
玄
云
、
外

（
３
）

道
不
レ
達
二
二
空
一
、
横

（
４
）

存
二
人
法
一
。
毘
曇
已
得

（
５
）二

無
我
一
、
而
執
二
法

有
性
一
。
跋
摩

（
６
）

具
辨

（
７
）二

二
空
一
、
而
照
猶
未
レ
尽

（
８
）

。
大
乗
乃

（
９
）

言
究
竟
、
但
封
執

（
10
）

成
レ
迷

文
。
律
師
御
房
仰
云
、
跋
摩
者
成

（
11
）

実
也

小
乗

（
12
）

、

大
乗

諸
大
乗
也

。

私
云
、
唯
蘊
之
迷
二
無
性
一
者
、
毘
曇
執
二
法
有
性
一
、
不
レ
云

（
13
）二

法
無
性

（
14
）一

。
故
云
レ
爾
歟
。

【
校
勘
】
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（
１
）
問
：_

\

●
問
、^

四
●
問
、]

[

四
問
。

（
２
）
悲
：W

_

非
、]

\
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
３
）
外
道
不
～
大
乗
也
：\

な
し
。

（
４
）
横
：W

_
^
]
\
[
Z

撥
、

『
三
論
玄
義
』（
大

正
四
五
・
一
頁
上
）
に
よ
り
改
む
。

（
５
）
得
：]

後
、

得
イ
。

（
６
）
摩
具
：]

摩
是
、

摩
具
イ
。

（
７
）
辨
：W

_
^
[

弁
、]

辯
、Z

に
よ
り
改
む
。

慈
注

慈
注

真
注



【
訓
読
】

唯
（
１
）

蘊
の
無
性
に
迷
ふ
を
悲
し
む
の
事

問
ふ
。『
論

（
２
）

』
に
云
く
、
唯
蘊
の
無
性
に
迷
ふ
を
悲
し
む
と

文
り

。『
三

（
３
）論

玄
』
に
云
く
、
外
道
は
二
空
に
逹
せ
ず
、
横
 に

�
�
�
�
�

人

法
を
存
す
。
毘

（
４
）

曇
は
已
に
無
我
を
得
る
も
、
而
も
法
の
有
性
を
執
す
。
跋

（
５
）

摩
は
具
に
二
空
を
辨
ず
る
も
、
而
も
照
は
猶
ほ
未

だ
尽
さ
ず
。
大
乗
は
乃
ち
言

（
６
）�
�
�

究
竟
な
れ
ど
も
、
但
だ
封

（
７
）

執
し
て
迷
ひ
を
成
ず
と

文
り

。
律

（
８
）

師
御
房
の
仰
せ
に
云
く
、
跋
摩
と

は
成
実
な
り
［
小
乗
］、
大
乗
は
［
諸
の
大
乗
な
り
］

私
に
云
く
、
唯
蘊
の
無
性
に
迷
ふ
と
は
、
毘
曇
は
法
の
有
性
に
執
し
て
、
法
の
無
性
を
言
は
ず
。
故
に
爾
云
ふ
か
。

【
注
釈
】

（
１
）
唯
蘊
：
空
海
撰
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
以
下
、『
十
住
心
論
』）
に
い
う
第
四
唯
蘊
無
我
住
心
の
こ
と
。
す
な
わ

ち
小
乗
（
声
聞
乗
）
の
こ
と
。

（
２
）『
論
』：『
十
住
心
論
』
巻
七
（
弘
全
一
・
三
三
八
頁
）、『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
（
弘
全
一
・
四
五
三
頁
）

（
３
）『
三
論
玄
』：
吉
蔵
撰
『
三
論
玄
義
』
一
巻
（
大
正
四
五
・
一
頁
上
）

（
４
）
毘
曇
：
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語a

b
h
id
h
a
rm

a

の
音
写
で
「
阿
毘
曇
」
の
略
称
。
阿
毘
達
磨
の
こ
と
。
大
乗
仏
教
の
教
説
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（
８
）
尽
：_

懸
。

（
９
）
乃
：Z

仍
。

（
10
）
執
：_

な
し
。

（
11
）
成
：]
な
し
、

成
イ
、Z

○
。

（
12
）
乗
：Z

○
。

（
13
）
云
：]

\
[
Z

言
。

（
14
）
性
：]

性
不
言
法
無
性
、

性
不
言
法
無
性

五

字

�

無

。

慈
注

慈
注



に
対
し
、
説
一
切
有
部
を
中
心
と
し
た
部
派
仏
教
の
説
と
理
解
さ
れ
る
。

（
５
）
跋
摩
：『
成
実
論
』
の
作
者H

a
riv

a
rm

a
n

（
生
没
年
不
詳
）
の
音
写
で
「
訶
梨
跋
摩
」
の
略
称
。
訶
梨
跋
摩
の
教
学
の

象
徴
と
し
て
『
成
実
論
』
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
阿
毘
達
磨
に
は
法
執
が
未
だ
存
し
、『
成
実
論
』
で
は
人
法
二
空

を
破
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
未
だ
小
乗
仏
教
の
領
域
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）
言
：W

_
Z

の
音
ル
ビ
に
よ
り
「
こ
と
ば
」
と
訓
む
。

（
７
）
封
執
：「
ふ
う
し
ゅ
う
」
と
読
み
、
と
ら
わ
れ
る
こ
と
。
玄
奘
訳
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』（
大
正
二
九
・
一
一
六
頁
上
）
等

に
も
み
ら
れ
る
述
語
だ
が
、『
法
華
義
疏
』
一
二
巻
（
大
正
三
四
・
一
七
二
一
番
）、『
中
観
論
疏
』
二
〇
巻
（
大
正
四
二
・
一

八
二
四
番
）、『
十
二
門
論
疏
』
六
巻
（
大
正
四
二
・
一
八
二
五
番
）、『
三
論
玄
義
』
一
巻
（
大
正
四
五
・
一
八
五
二
番
）
等
の

吉
蔵
の
著
作
に
お
い
て
頻
出
す
る
表
現
で
あ
る
。

（
８
）
律
師
御
房
：
木
幡
観
音
院
迴
心
房
真
空
（
一
二
〇
四
～
一
二
六
八
）（
以
下
、
真
空
）
の
こ
と
。
髙
橋
秀
城
「
頼
瑜
の
学
問

と
和
歌
」（『
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
世
界
へ
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
る
と
頼
瑜
撰
『
真
俗
雑

記
問
答
鈔
』（
真
全
三
七
・
二
〇
八
頁
上
）
に
「
木
幡
歌
云
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
真
空
の
和
歌
と
同
様
の
和
歌
が
素
俊
撰

『
楢
葉
和
歌
集
』
巻
一
に
「
権
律
師
　
定
兼
」
と
定
兼
の
歌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

醍
醐
寺
蔵
本
「
伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
」
㉔
二
五
丁
オ
（『
醍
醐
寺
研
究
紀
要
』
一
号
・
醍
醐
寺
文
化
研
究
所
・
一
九
七
八

年
・
六
六
頁
）
に
「
真
空

行
�
�

迴
心
房
　
定
兼

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
「
定
兼
」
は
真
空
の
本
名
で
あ
る
と
比
定
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
真
空
を
律
師
御
房
と
称
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、
前
条
目
よ
り
引
続
き
『
十
住
心
論
』
巻
七
な
ら
び
に
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
所
説
の
第
七
覚
心
不
生
住
心
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に
あ
る
文
章
に
つ
い
て
の
問
答
で
あ
る
。
第
七
覚
心
不
生
住
心
は
三
論
宗
の
教
義
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
三
論
宗
の

祖
師
と
考
え
ら
れ
る
嘉
祥
大
師
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）（
以
下
、
吉
蔵
）
の
著
作
か
ら
主
に
引
用
さ
れ
た
内
容
で

あ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
真
空
と
考
え
ら
れ
る
律
師
御
房
の
説
を
あ
げ
る
点
で
あ
る
。
真
空
は
当
時
の
三
論
宗
の
碩
学

と
し
て
著
名
で
あ
り
、
第
七
覚
心
不
生
住
心
に
お
け
る
三
論
宗
の
教
義
に
関
す
る
記
述
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
頼
瑜
が
真

空
説
を
重
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
頼
瑜
の
見
解
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

具
体
的
に
内
容
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
『
十
住
心
論
』
巻
七
ま
た
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
の
「
悲
三
唯
蘊
之
迷
二
無
性
一
」
と

い
う
文
章
に
対
し
、『
三
論
玄
義
』
巻
一
の
「
外
道
不
レ
達
二
二
空
一
」
以
下
の
文
を
引
用
し
、
大
乗
と
小
乗
の
立
場
を
あ
げ
る
。

こ
こ
に
真
空
の
注
釈
と
し
て
、『
成
実
論
』お
よ
び
著
者
で
あ
る
訶
梨
跋
摩
は
人
法
二
空
を
説
く
が
い
ま
だ
小
乗
の
立
場
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
頼
瑜
の
見
解
と
し
て
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
学
派
は
三
世
実
有
法
体
恒
有
説
を
と
る
た
め
、
法

執
が
生
じ
て
法
空
を
説
か
な
い
。
そ
の
た
め
小
乗
仏
教
で
あ
る
第
四
唯
蘊
無
我
住
心
は
、「
悲
三
唯
蘊
之
迷
二
無
性
一
」
と
表
現

す
る
の
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
条
目
に
真
空
の
注
釈
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
本
文
に
は
珍
し
く

「
私
云
」
と
い
う
か
た
ち
で
頼
瑜
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

（
小
宮
俊
海
）
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七
四
、
他
縁
阻
境
智
事

【
本
文
】

問
（
１
）

。
論
云
、
歎
三
他
縁
之
阻
二
境
・
智
一

文
。
今
此
境
・
智
者
、
理
智
歟
。

答
曰

（
２
）

。
仰
云
、
爾
也
。
三

（
３
）

論
宗
意
、
報
身
中
自
受
用
常
住
無
為
談
也
。
法
身
又

（
４
）

爾
（
５
）

也
。
変

（
６
）

化
他

（
７
）

受
用
無
常

（
８
）

。
是
体
・
用
別
論

レ
之
意

（
９
）

也
。
若

（
10
）

相
従
、
三
身
倶
常
住

（
11
）

。
倶
無
常

（
12
）

。
所
以
法
身
・
自
受

（
13
）

、
倶
常
住
談
故
、
境
・
智
冥
合

（
14
）

不
レ
阻
也
。
法
相

（
15
）

宗
法
身

常
住
、
自
受
用
無
常
談
故
、
阻
二
境
・
智
一
也
。

疑
云
、
蓮

（
16
）

花
名
勘
文
百
論
序
疏
并

（
17
）

浄
名
玄
引
、
今
境
・
智

（
18
）

者
（
19
）

心
・
境
之
由
被

（
20
）レ

勘
。
相
違
云

（
21
）

何
。

又
法
相
境
・
智
冥
合
。
依
レ
之
唯
識
論
云
智
与
二
真

（
22
）

如
一
平
等
平
等
、
倶
離
二
能
取
・
所

（
23
）

取
相
一
故

文
。

又
三
論
因
位
智
、
談
二
無
常
一
見
故

（
24
）

。
爾

（
25
）

何
境
・
智
冥
合
耶
。

又
仰
云
。
境
・
智
言
広
、
或
理
・
智

付
（
26
）レ

果
、
或
心
・
境

付
レ

凡
。
若
付
二
心
・
境
一
論
レ
之
、
法
相
立
二
五
重
唯
識
一
、
遣（

27
）レ

境
存

レ
識
。
而
三
論
意
依

（
28
）二

性
塵
・

（
29
）

性
識
一
、
塵
・
識
倶
無
。
仮
塵
・
仮

（
30
）

識
之
義
辺
心
・
境
倶
有
。
何
塵
無
・
識
有
云
耶
。
故
百
論

序
疏
云
、
一
者
性
塵
・
性
識
、
世
諦

（
31
）並

無
。
因
縁
塵
・
識
世

（
32
）諦

倶
有
。
就
二
本
・
末
一
言

（
33
）レ

之
（
34
）

、
由
レ
心
計
レ
塵
。
而
心
外
無
レ
塵
。

以
レ
心
為
レ
本
、
以
レ
塵
為
レ
末
。
則
塵
無
、
則

（
35
）識

有
。
此
是
一
往
之
定

（
36
）

。
然
就
レ
理
定

（
37
）レ

是
（
38
）

、
塵
・
識
倶
無
。
約
レ
情
辯
レ
之

（
39
）

、
塵
・

識
倶
有
也

文
。

而
法
相
等
祖
師
、
非
三
初
云
二
唯
識
・
無
境
一
。
摂
論
・
唯
識
等
談
二
此
義
一
。
何
唯
識
・
無
境

（
40
）

失
。

嘉
祥
意

（
41
）云
（
42
）

、
摂
論
等
説
二
無

（
43
）境

有
心
一
、
於
レ
境
為
レ
執
。
為
レ
遣
レ
彼
、
説
二
唯
識
無
境
一
。
借

（
44
）レ

識
破

（
45
）レ

塵
、
云
二
爾
識
実
有
一
、
論

主
等
意
許
非
也
。
而
法
相
等
末
師
、
僻

（
46
）

解
唯
識
・
無
境
云
、
猶
存
レ
識
僻
事
也

云
々
。
依
レ
之
、
浄
名
玄
云

（
47
）

、
外
境
既
無
。
別

（
48
）

心



亦
不
有
。
則
不
心
・
不
境
。
使（

49
）レ

悟
二

（
50
）

入
実
相
一
。
是
故
説
二
無
境
・
有
心
一
、
此
是
対
治
悉
檀（

51
）

。
非
二
第
一
義
一
。
学
入

不
レ
禅（

52
）二

其
旨

（
53
）一

、
便
謂

（
54
）二

無
境
・
有
心
一

文
。

又
法
相

（
55
）等

理
・
智
平
等

（
56
）談
（
57
）

、
我
宗
談
也
。
而
三
論
已
上
非
レ
彼
云
。
既
已
宗
、
智
無
常
、
理
常
住

（
58
）云

、
理
・
智
平
等
云
。
其
義
、

不
二
符
順

（
59
）一

云
也

（
60
）

。
又

（
61
）

三
論
意
因
位

（
62
）

智
智

（
63
）

体
常
住
也
。

朝
誉
義
云
。
謂
、
三
論
意
起
二
実
智
一
、
見
二
中
道
理
一
時

（
64
）

、
万
法
皆
帰
二
真
空

（
65
）一

。
乃
至
自
心

（
66
）

即
如
也
。
何
物
不
レ
爾
。
所

以
言（

67
）二

諸
法
亦
爾
一
。
但
至
二
法
相
宗（

68
）一

、
遺
相
證
性
之
観
門（

69
）

前
、
都
雖
レ
遺
二
依
他
之
仮
相
一
、
能
観
正
智
尚
留
二
真
空
之

外
一
存
レ
体
。
是
豈

（
70
）

諸
法
爾

（
71
）

之
詞

（
72
）

、
得
二
其
義
相
叶
一
耶

（
73
）

。
故
他
縁
大
乗
之
外
取
二
色
即
是
空
・
諸
法
亦
爾
之
説
一
、
為
二
覚

心（
74
）

之
一
重
一
也
。

【
校
勘
】
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（
１
）
問
：W

]
[
Z

五
問
、_
\

●
問
、^
五
●
問
、
前
条

目
の
表
記
に
揃
え
て
改
む
。

（
２
）
曰
：W

_

同
、^

\
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
３
）
三
論
宗
～
一
重
也
：\

な
し
。

（
４
）
又
：[

亦
。

（
５
）
爾
：Z

爾
之
意
。

（
６
）
変
：W

_
[

反
、^]

Z

に
よ
り
改
む
。以
下
示
さ
ず
。

（
７
）
他
：]

な
し
、

他
イ
。

（
８
）
也
：Z

な
し
。

（
９
）
意
：W

Z

真
、_

^
[

に
よ
り
改
む
。

（
10
）
若
：_

な
し
。

（
11
）
住
倶
無
常
：_

常
、^

住
無
常
、[

住
倶
無
常
也
、Z

住
。

（
12
）
常
所
以
～
倶
常
住
：_

な
し
。

（
13
）
受
：Y

受
用
。

（
14
）
合
：Z

加
。

（
15
）
相
：W

_

宗
、^

[
Z
Z

に
よ
り
改
む
。

（
16
）
蓮
花
名
勘
文
：[

或
人
。

慈
注

慈
注

真
注

慈
注

慈
注
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（
17
）
并
：[

並
、
以
下
示
さ
ず
。

（
18
）
智
：

智
者
イ
。

（
19
）
心
：

な
し
。

（
20
）
被
勘
：_

勘
、^

被
即
、[

令
勘
、

彼
論
イ
勘
。

（
21
）
云
：

[

如
。

（
22
）
真
：^

Z

な
し
。

（
23
）
所
取
：_
な
し
。

（
24
）
故
：Y

若
。

（
25
）
爾
：Y

爾
者
。

（
26
）
付
：]

[
Z

不
。

（
27
）
遣
境
：_

な
し
。

（
28
）
依
：W

]

な
し
、

依
イ
、Z
○
、_

^
[
Y

に
よ

り
改
む
。

（
29
）
塵
：_

登
、^

惟
塵
。

（
30
）
仮
：W

_
^
]
\

な
し
、[

Z

に
よ
り
改
む
。

（
31
）
諦
：Z

識
、Y

諸
。

（
32
）
世
諦
：_

^

な
し
。

（
33
）
言
：

云
。

（
34
）
之
：Y

之
実
。

（
35
）
則
：[

な
し
。

（
36
）
定
：Y

言
。

（
37
）
定
：Y

言
。

（
38
）
是
：[

之
。

（
39
）
之
：_

な
し
。

（
40
）
境
：[

境
之
、

境
之
イ
。

（
41
）
意
：

意
云
イ
。

（
42
）
云
：]

な
し
。

（
43
）
無
：]

な
し
、

説
無
イ
。

（
44
）
借
：_

備
。

（
45
）
破
：[

遣
。

（
46
）
僻
：_

仮
。

（
47
）
云
：_

Z

な
し
。

（
48
）
別
：[

則
。

（
49
）
使
：_

便
、

悟
イ
。

（
50
）
悟
：]

な
し
。

（
51
）
壇
：W

旦
、_

^
]
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
52
）
禅
：_

^

体
、[

解
。

（
53
）
旨
便
：_

上
使
。

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注慈

注



【
訓
読
】

他
（
１
）

縁
の
境

（
２
）

・
智
を
阻�

�

つ
を
歎
く
の
事

問
ふ
。『
論

（
３
）

』
に
云
く
、
他
縁
の
境
・
智
を
阻�

�

つ
を
歎
く
と

文
り

。
今
の
此
の
境
・
智
と
は
、
理

（
４
）

・
智
な
る
か
。

答
へ
て
曰
く
、
仰
せ
に
云
く
、
爾
な
り
。
三
論
宗
の
意
は
、
報
身
の
中
の
自
受
用
は
常
住
に
し
て
無
為
と
談
ず
る
な
り
。
法

身
も
又
た
爾
な
り
。
変
化
と
他
受
用
と
は
無
常
な
り
。
是
れ
体
・
用
別
に
之
れ
を
論
ず
る
の
意
な
り
。
若
し
相
従
せ
ば
、
三

身
倶
に
常
住
な
り
。
倶
に
無
常
な
り
。
所
以
に
法
身
・
自
受
、
倶
に
常
住
と
談
ず
る
が
故
に
、
境
・
智
冥
合
し
て
阻

（
５
）�
�

て
ざ
る

な
り
。
法
相
宗
に
は
法
身
は
常
住
、
自
受
用
は
無
常
と
談
ず
る
が
故
に
、
境
・
智
を
阻
つ
な
り
。

頼瑜撰『真俗雑記問答鈔』訳注（六）―巻第四ノ一 ―

— 229 —

（
54
）
謂
：]

[

説
。

（
55
）
相
：[

相
宗
、

相
宗
イ
。

（
56
）
等
：Z

等
智
理
平
等
。

（
57
）
談
：[
談
則
、

談
則
イ
。

（
58
）
住
：

常
イ
。

（
59
）
順
：_

［
　
］。

（
60
）
也
：]

[

な
し
。

（
61
）
又
：Z

又
云
。

（
62
）
位
：Z

信
。

（
63
）
智
：Z

な
し
。

（
64
）
時
：_

^
\

事
。

（
65
）
空
：[

Y

如
、

空
イ
。

（
66
）
心
：^

Z

身
。

（
67
）
言
：]

[

云
。

（
68
）
宗
：^

Y

家
。

（
69
）
門
：Y

行
。

（
70
）
豈
：_

^

な
し
。

（
71
）
爾
：Z

示
。

（
72
）
詞
：^

同
。

（
73
）
耶
：]

耶
之
。

（
74
）
心
：]

Z

な
し
。 長

注

慈
注

慈
注

慈
注



疑
ひ
て
云
く
、
蓮

（
６
）

花
の
『
名

（
７
）

勘
文
』
に
『
百

（
８
）

論
序
疏
』
并
び
に
『
浄

（
９
）

名
玄
』
を
引
き
て
、
今
の
境
・
智
と
は
心
・
境
の
由

と
勘
へ
ら
る
。
相
違
云
何
ん
。

又
た
法
相
に
は
境
・
智
冥
合
せ
り
。
之
れ
に
依
り
て
『
唯

（
10
）

識
論
』
に
云
く
、
智
と
真
如
と
平
等
平
等
に
し
て
、
倶
に
能

（
11
）

取
・

所
取
の
相
を
離
る
る
が
故
に
と

文
り

。

又
た
三
論
は
因
位
の
智
は
、
無
常
と
談
ず
と
見
へ
た
る
が
故
に
。
爾
ら
ば
何
ぞ
境
・
智
冥
合
せ
む
や
。

又
た
仰
せ
に
云
く
、
境
・
智
の
言
は
広
く
し
て
、
或
い
は
理
・
智
［
果
に
付
く
］、
或
い
は
心

（
12
）

・
境
［
凡
に
付
く
］
な
り
。

若
し
心
・
境
に
付
き
て
之
を
論
ぜ
ば
、
法
相
に
は
五

（
13
）

重
唯
識
を
立
て
て
、
境
を
遣
り
て
識
を
存
す
。
而
る
に
三
論
の
意
は
性

塵
・
性
識
に
依
り
て
、
塵

（
14
）・

識
倶
に
無
な
り
。
仮
塵
・
仮
識
の
義
辺
は
心
・
境
倶
に
有
な
り
。
何
ぞ
塵
無
・
識
有
と
云
は
む

や
。
故
に
『
百

（
15
）

論
序
疏
』
に
云
く
、
一
に
は
性
塵
・
性
識
、
世

（
16
）

諦
に
並
び
に
無
し
。
因
縁
の
塵
・
識
は
世
諦
に
倶
に
有
り
。
本
・

末
に
就
き
て
之
れ
を
言
は
ば
、
心
に
由
り
て
塵
を
計
す
。
而
も
心
の
外
に
塵
無
し
。
心
を
以
て
本
と
為
し
、
塵
を
以
て
末
と

為
す
。
則
ち
塵
無
、
則
ち
識
有
と
す
。
此
れ
は
是
れ
一
往
の
定
め
な
り
。
然
も
理
に
就
き
て
是
れ
を
定
め
ば
、
塵
・
識
倶
に

無
し
。
情

（
17
）

に
約
し
て
之
を
辨
ぜ
ば
、
塵
・
識
倶
に
有
な
り
と

文
り

。

而
る
に
法
相
等
の
祖
師
、
初
め
て
唯
識
・
無
境
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
。『
摂

（
18
）

論
』・『
唯

（
19
）

識
』
等
に
此
の
義
を
談
ず
。
何
ぞ
唯
識
・

無
境
の
失
な
ら
む
や
。

嘉
（
20
）

祥
の
意
に
云
く
、『
摂

（
21
）

論
』
等
に
無
境
・
有
心
と
説
く
は
、
境
に
於
い
て
執
を
為
す
。
彼
を
遣
ら
む
が
為
に
唯
識
・
無
境

を
説
く
。
識
を
借
り
て
塵
を
破
す
。
爾
る
を
識
実
に
有
り
と
云
ふ
は
、
論
主
等
の
意
許
す
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
而
る
に
法
相

等
の
末
師
、
僻
解
し
て
唯
識
・
無
境
と
云
ひ
て
、
猶
ほ
識
を
存
す
る
こ
と
僻
事
な
り
と

云
云

。
之
れ
に
依
り
て
、『
浄

（
22
）名

玄
』
に

云
く
、
外
境
は
既
に
無
な
り
。
別
に
心
亦
た
不
有
な
り
。
則
ち
不
心
・
不
境
な
り
。
実
相
に
悟
入
せ
し
む
。
是
の
故
に
無
境
・

有
心
と
説
く
こ
と
、
此
れ
は
是
れ
対

（
23
）

治
の
悉
檀
な
り
。
第
一
義
に
あ
ら
ず
。
学
人
其
の
旨
を
禅

（
24
）さ
とら

ず
し
て
、
便
ち
無
境
・
有
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心
と
謂
ふ
と

文
り

。

又
た
法
相
等
に
理
・
智
平
等
と
談
ず
る
は
、
我
が
宗
の
談
な
り
。
而
る
に
三
論
已
上
は
彼
に
あ
ら
ず
と
云
ふ
。
既
已

�
�

に
宗

に
、
智
は
無
常
、
理
は
常
住
と
云
ひ
な
が
ら
、
理
・
智
平
等
と
云
ふ
。
其
の
義
、
順
に
符
か
ず
と
云
ふ
な
り
。
又
た
三
論
の

意
は
因
位
の
智
も
智
の
体
は
常
住
な
り
。

朝
（
25
）

誉
の
義
に
云
く
、
謂
く
、
三
論
の
意
は
実
智
を
起
し
て
、
中
道
の
理
を
見
る
時
は
、
万
法
皆
な
真
空
に
帰
す
。
乃
至
自

心
は
即
ち
如
な
り
。
何
物
か
爾
ら
ざ
る
か
。
所
以
に
諸
法
は
亦
た
爾
り
と
言
ふ
。
但
だ
法
相
宗
に
至
り
て
、
遺

（
26
）

相
證
性
の
観

門
の
前
に
、
都
て
依
他
の
仮

（
27
）

相
を
遺
す
と
雖
も
、
能
観
の
正
智
は
尚
ほ
真
空
の
外
に
留
ま
り
て
体
を
存
す
。
是
れ
豈
に
諸
法

も
亦
た
爾
り
の（

28
）詞�
�
�は

、
其
の
義
相
叶
ふ
こ
と
を
得
む
や
。
故
に
他
縁
大
乗
の
外
に
色

（
29
）

即
是
空
・
諸

（
30
）

法
亦
爾
の
説
を
取
り
て
、

覚
（
31
）

心
の
一
重
と
為
す
な
り
。

【
注
釈
】

（
１
）
他
縁
：
空
海
の
十
住
心
思
想
に
お
け
る
第
六
他
縁
大
乗
住
心
の
こ
と
。
法
相
唯
識
の
思
想
教
学
を
さ
す
。

（
２
）
境
・
智
：
境
は
心
が
認
識
す
る
外
界
の
対
象
を
い
う
。た
と
え
ば
、眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
つ
の
感
覚
器
官

で
あ
る
六
根
が
知
覚
す
る
認
識
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
境
が
対
応
す
る
。
こ
れ
ら

外
界
を
実
相
と
し
て
の
理
と
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
ら
を
認
識
す
る
智
慧
を
智
と
い
い
、
境
智
と
対
で
表
現
す
る
。

（
３
）『
論
』：
空
海
撰
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
以
下
、『
十
住
心
論
』）
巻
七
（
弘
全
一
・
三
三
八
頁
）、『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下

（
弘
全
一
・
四
五
三
頁
）

（
４
）
理
・
智
：
理
は
覚
ら
れ
る
真
如
と
し
て
の
理
法
・
道
理
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
対
し
智
は
そ
の
理
を
自
身
が
能
動
的
に

覚
る
智
慧
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
現
象
世
界
で
あ
る
境
を
法
而
実
相
と
し
て
真
如
で
あ
る
理
と
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
を



認
識
す
る
智
慧
と
対
で
表
現
し
て
い
る
。

（
５
）
阻
：Z

の
音
ル
ビ
に
よ
り
「
へ
だ
つ
」
と
訓
む
。

（
６
）
蓮
花
：
高
野
山
大
伝
法
院
学
頭
、
蓮
華
院
第
一
世
顕
揚
房
俊
晴
（
～
一
一
八
五
～
）
の
こ
と
。
五
智
房
融
源
（
一
一
二
〇
～

一
二
一
七
）
に
従
っ
て
密
教
を
修
学
し
、
大
伝
法
院
内
に
蓮
華
院
を
開
く
。
運
敞
撰
『
結
網
集
』
巻
中
（
日
仏
六
八
・
一
三

四
頁
中
）
に
「
和
尚
名
俊
晴
。
号
二
顕
揚
房
一
。
未
レ
詳
二
何
許
人
一
。
夙
得
二
碩
学
之
誉
一
。
為
二
伝
法
院
学
頭
一
。
嘗
剏
二
蓮
華

院
一
居
焉
。其
慧
解
深
密
。立
玄
妙
。故
後
世
学
者
。未
二
始
不
レ
推
不
レ
称
二‑蓮
華
院
義
一
焉
」と
あ
る
。ま
た
、頼
瑜
撰『
大

日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
二
（
大
正
五
九
・
五
九
四
頁
下
）
に
「
先
師

蓮
花
院

云
。
経
薄
伽
梵
句
疏
釈
二
本
地
法
身
一
。
准
二
諸
経
例
一

是
挙
二
教
主
一
文
句
也
。
住
如
来
下
示
二
住
所
一
文
言
也
。
故
知
以
二
本
地
身
一
為
二
教
主
一
。
故
大
師
以
二
此
文
一
判
二
自
性
身

説
法
一
」
と
教
主
義
に
関
す
る
「
蓮
花
院
」
の
口
伝
を
載
せ
て
い
る
。

（
７
）『
名
勘
文
』：
蓮
華
院
顕
揚
房
俊
晴
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
が
典
拠
不
詳
。

（
８
）『
百
論
序
疏
』：
吉
蔵
撰
『
百
論
疏
』
九
巻
（
大
正
四
二
・
一
八
二
七
番
）
の
「
序
」
部
注
釈
箇
所
か
。

（
９
）『
浄
名
玄
』：
吉
蔵
撰
『
浄
名
玄
論
』
八
巻
（
大
正
三
八
・
一
七
八
〇
番
）

（
10
）『
唯
識
論
』：
玄
奘
訳
『
成
唯
識
論
』
巻
九
（
大
正
三
一
・
四
九
頁
下
）

（
11
）
能
取
・
所
取
：
認
識
す
る
主
体
を
能
取
、
認
識
さ
れ
る
対
象
を
所
取
と
い
う
。
す
な
わ
ち
主
観
と
客
観
を
い
う
。
取
と

は
、
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
知
覚
す
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の
認
識
主
観
と
知
覚
対
象
の
関
係
を
い
う
。

（
12
）
心
・
境
：
内
心
・
外
境
の
略
称
。
能
取
・
所
取
と
ほ
ぼ
同
義
。
物
事
を
認
識
す
る
自
身
の
精
神
領
域
を
心
と
い
い
、
認

識
対
象
と
し
て
の
外
界
の
現
象
世
界
を
境
と
い
う
。
よ
っ
て
主
観
と
客
観
の
関
係
を
い
う
。

（
13
）
五
重
唯
識
：
法
相
宗
の
教
義
で
唯
識
三
性
説
を
理
解
す
る
①
～
⑤
へ
深
ま
る
五
段
階
の
観
法
の
こ
と
。
①
遺
虚
存
実

識
、
②
拾
濫
留
純
識
、
③
摂
末
帰
本
識
、
④
隠
劣
顕
勝
識
、
⑤
遺
相
証
性
識
の
五
つ
を
い
う
。
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（
14
）
塵
・
識
：
六
塵
と
六
識
の
こ
と
。
具
体
的
に
は
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
塵
（
六
境
）
と
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・

身
・
意
の
六
識
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
自
身
が
煩
悩
に
よ
っ
て
執
着
す
る
心
を
起
こ
す
対
象
の
こ
と
を
塵
と
い
う
。
そ

れ
ゆ
え
、
自
身
が
認
識
す
る
外
界
世
界
す
べ
て
が
執
着
す
る
対
象
と
成
り
得
る
の
で
境
の
異
名
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
識
は
対
象
を
認
識
す
る
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
。

（
15
）『
百
論
序
疏
』：
吉
蔵
撰
『
百
論
疏
』
序
（
大
正
四
二
・
二
三
七
頁
中
）

（
16
）
世
諦
：
世
俗
諦
の
略
称
。仏
の
覚
り
の
境
界
で
あ
る
真
実
と
し
て
の
道
理
で
あ
る
真
諦
に
対
し
、世
間
的
な
世
俗
と
し

て
の
道
理
の
こ
と
。

（
17
）
情
：
有
情
の
意
味
や
認
識
器
官
と
し
て
の
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
六
根
の
意
味
も
あ
る
。
凡
夫
で
あ
る
有
情
は

六
根
に
よ
り
対
象
を
知
覚
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
有
情
の
レ
ベ
ル
の
認
識
と
解
す
る
。

（
18
）『
摂
論
』：
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
三
巻
（
大
正
三
一
・
一
五
九
三
番
）
の
取
意
を
『
浄
名
玄
論
』
の
文
か
ら
想
定
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
19
）『
唯
識
論
』：
玄
奘
訳
『
成
唯
識
論
』
一
〇
巻
（
大
正
三
一
・
一
五
八
五
番
）
の
取
意
と
考
え
ら
れ
る
が
典
拠
不
詳
。

（
20
）
嘉
祥
の
意
：
吉
蔵
撰
『
浄
名
玄
論
』
巻
八
（
大
正
三
八
・
九
〇
八
頁
下
取
意
）

（
21
）『
摂
論
』：
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
』
三
巻
（
大
正
三
一
・
一
五
九
三
番
）
の
取
意
文
と
考
え
ら
れ
る
が
、
吉
蔵
が
ど
の
記
事

を
想
定
し
て
い
る
か
は
管
見
で
は
典
拠
不
詳
。

（
22
）『
浄
名
玄
』：
吉
蔵
撰
『
浄
名
玄
論
』
巻
八
（
大
正
三
八
・
九
〇
八
頁
中
）

（
23
）
対
治
の
悉
檀
：
四
悉
檀
の
一
つ
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』
一
巻
（
大
正
二
五
・
五
九
頁
中
）
に
「
有
二
四
悉
檀
一
。
一

者
世
界
悉
檀
。
二
者
各
各
為
人
悉
檀
。
三
者
対
治
悉
檀
。
四
者
第
一
義
悉
檀
。
四
悉
檀
中
総
摂
二
一
切
十
二
部
経
八
万
四

千
法
蔵
一
。
皆
是
実
相
無
二
相
違
背
一
」
と
あ
り
、
仏
説
は
①
世
界
悉
檀
、
②
各
各
為
人
悉
檀
、
③
対
治
悉
檀
、
④
第
一
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義
悉
檀
の
四
悉
檀
に
す
べ
て
収
ま
る
と
さ
れ
る
。
な
か
で
も
③
対
治
悉
檀
は
、
貪
欲
の
多
い
者
に
は
慈
悲
を
説
き
、
愚

痴
の
多
い
者
に
は
因
縁
を
説
く
と
す
る
。

（
24
）
禅
：W

_
^
]

の
音
ル
ビ
に
よ
り
「
さ
と
り
」
と
訓
む
。

（
25
）
朝
誉
の
義
：
重
誉
撰
『
十
住
心
論
抄
』
巻
下
（
大
正
七
七
・
六
六
四
頁
下
取
意
）。
凝
然
撰
『
浄
土
法
門
源
流
章
』
巻
一
に

「
彼
世
、
同
時
有
二
光
明
山
重
誉
大
徳
一
。
即
三
論
碩
匠
也
。
兼
二
研
密
蔵
一
」（
大
正
八
四
・
一
九
六
頁
上
）
と
あ
り
、
中
世

鎌
倉
時
代
す
で
に
重
誉
は
密
教
も
兼
ね
る
三
論
宗
の
碩
学
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
頼
瑜
が
十
住
心
思
想

を
理
解
す
る
上
で
、
法
相
教
学
に
対
す
る
三
論
教
学
の
優
位
性
を
考
え
る
際
に
重
誉
の
説
を
参
照
す
る
態
度
が
窺
え

る
。
ま
た
、
重
誉
（
～
一
一
三
九
～
一
一
四
三
）
の
事
績
に
つ
い
て
は
増
山
賢
俊
「
重
誉
撰
『
秘
宗
教
相
鈔
』
に
お
け
る

即
身
成
仏
理
解
を
め
ぐ
っ
て
―
海
恵
撰
『
密
宗
要
决
鈔
』
に
お
け
る
引
用
を
中
心
に
―
」（『
智
山
学
報
』
六
〇
・
二
〇
一
一
年
）

に
詳
し
い
。

（
26
）
遺
相
證
性
の
観
門
：
五
重
唯
識
の
う
ち
⑤
遺
相
証
性
識
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
④
隠
劣
顕
勝
性
に
お
い
て
五
位
百

法
の
心
王
で
あ
る
八
識
を
顕
し
、
こ
れ
は
依
他
起
性
の
相
と
さ
れ
る
。
こ
の
未
だ
遺
さ
れ
た
依
他
起
性
の
相
の
空
性
を

認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
円
成
実
性
を
証
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
観
門
を
⑤
遺
相
証
性
識
と
い
う
。

（
27
）
依
他
の
仮
相
：
依
他
は
、
依
他
起
性
の
こ
と
。
唯
識
三
性
説
の
一
つ
で
、
①
遍
計
所
執
性
、
②
依
他
起
性
、
③
円
成
実

性
の
う
ち
の
②
を
さ
す
。
他
に
依
っ
て
生
ず
る
も
の
の
あ
り
方
。
凡
夫
が
虚
妄
分
別
を
原
因
と
し
て
認
識
し
、
現
れ
た

現
象
は
真
実
と
し
て
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
仮
に
表
さ
れ
た
姿
で
あ
る
の
で
仮
相
と
い
う
。
そ
の
た
め
依

他
起
相
を
別
名
、
仮
有
法
と
も
称
す
る
。

（
28
）
詞
：W

_
^
]
Z

の
送
り
仮
名
・
音
ル
ビ
に
よ
り
「
こ
と
ば
」
と
訓
む
。

（
29
）
色
即
是
空
：
た
と
え
ば
、
玄
奘
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
一
巻
（
大
正
八
・
八
四
八
頁
下
）
に
「
色
レ
異
レ
空
。
空
不
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レ
異
色
。
色
即
是
空
。
受
想
行
識
。
亦
復
如
レ
是
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
般
若
経
典
類
に
頻
出
す
る
も
の
で
、
こ
の
世
界

の
物
質
的
な
も
の
で
あ
る
色
す
べ
て
は
縁
起
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
実
体
的
な
自
性
は
存
在
せ
ず
空
で
あ
る

こ
と
を
説
明
す
る
定
型
句
。

（
30
）
諸
法
亦
爾
：
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
六
七
（
大
正
五
・
三
八
〇
頁
下
）
に
「
舎
利
子
。
由
二
此
縁
一
故
、
我
作
二

是
説
一
。
諸
法
亦
爾
、
都
無
二
自
性
一
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
般
若
経
典
類
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
表
現
で
、
色
即
是

空
と
同
じ
く
、
す
べ
て
の
存
在
は
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
て
お
り
、
自
性
は
な
く
空
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
定
型
句
。

（
31
）
覚
心
の
一
重
：
十
住
心
思
想
の
う
ち
の
第
八
覚
心
不
生
心
の
第
一
段
階
の
意
味
。
重
誉
撰
『
十
住
心
論
抄
』
巻
下
（
大

正
七
七
・
六
六
四
頁
下
）
本
文
を
み
る
と
「
故
他
縁
大
乗
之
外
取
。
色
即
是
空
・
諸
法
亦
爾
之
説
、
為
二
覚
心
不
生
之
一
重
一

也
」
と
あ
り
、
覚
心
不
生
心
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
頼
瑜
は
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
一
二
（
大

正
五
九
・
四
四
頁
上
）
で
同
意
趣
の
文
を
と
く
に
重
誉
の
説
と
こ
と
わ
ら
ず
に
「
覚
心
」
の
語
句
を
解
釈
す
る
箇
所
で
用

い
て
い
る
。

【
解
説
】

本
条
目
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
木
幡
山
観
音
院
真
空
（
以
下
、
真
空
）
と
考
え
ら
れ
る
律
師
御
房
の
説
と
新
た
に
蓮
華
院
顕

揚
房
俊
晴
（
以
下
、
俊
晴
）
の
説
と
考
え
ら
れ
る
蓮
花
の
説
と
光
明
山
沙
門
重
誉
（
以
下
、
重
誉
）
の
説
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
る
点

で
あ
る
。

問
答
の
内
容
と
し
て
は
、
引
続
き
『
十
住
心
論
』
巻
七
ま
た
は
『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
の
「
歎
三
他
縁
之
阻
二
境
・
智
一
」
と

い
う
文
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
い
う
「
境
・
智
」
と
は
「
理
・
智
」
の
関
係
と
同
じ
か
と
い
う
問
い
が
な
さ
れ
、
そ
の
回
答
と

し
て
同
様
で
あ
る
と
す
る
。
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そ
し
て
、
仏
身
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
仏
身
観
に
つ
い
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
真
空
の
説
と
し
て
、
三

論
宗
の
教
義
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
前
提
を
説
明
す
る
と
基
本
的
な
仏
身
観
に
①
法
身
・
②
報
身
・
③
応
身
と

い
う
三
身
説
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
三
身
説
と
は
別
に
受
用
身
と
い
う
仏
身
が
あ
る
。
こ
の
受
用
身
は
自
受
用
身
と

他
受
用
身
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
受
用
身
を
先
の
三
身
説
に
対
応
さ
せ
て
考
え
た
場
合
、
い
か
な
る
関
係
に

あ
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
起
こ
る
。
そ
こ
で
、
自
受
用
身
を
釈
尊
の
自
受
法
楽
に
象
徴
さ
れ
る
が
ご
と
く
自
利
的
な
側
面
を

表
し
て
い
る
た
め
法
身
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
他
受
用
身
は
利
他
的
な
側
面
が
表
さ
れ
て
い
る
た
め
応
身

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
開
真
合
応
説
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
三
論
宗
の
教
義
は
、
法
身
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
報
身
の
中
の
自
受
用
身
も
常
住
不
変
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
他
受
用
身
と
変
化
身
は
無
常
転
変
す
る

も
の
と
捉
え
る
。
こ
れ
ら
は
仏
本
体
と
し
て
法
身
・
自
受
用
身
と
仏
の
働
き
と
し
て
他
受
用
身
・
変
化
身
（
応
身
）
を
別
々
に

説
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
身
に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
法
・
報
・
応
の
三
身
す
べ

て
が
常
住
に
も
無
常
に
も
な
り
得
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
自
受
用
身
で
あ
る
法
身
と
報
身
は
境
・
智
の
関
係
に
あ
る
と
さ

れ
、同
一
和
合
し
て
隔
り
が
な
く
な
る
の
で
共
に
常
住
と
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
三
論
宗
の
教
義
に
対
し
、

法
相
宗
の
立
場
は
、
法
身
は
常
住
で
あ
る
が
あ
く
ま
で
も
報
身
と
し
て
の
自
受
用
身
は
無
常
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
法
相
宗
の
教
義
と
さ
れ
る
第
六
他
縁
大
乗
住
心
を
「
歎
三
他
縁
之
阻
二
境
・
智
一
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
説
明
す

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
俊
晴
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
『
名
勘
文
』
に
は
、
吉
蔵
撰
『
百
論
疏
』
序
な
ら
び
に
吉
蔵
撰
『
浄
名
玄
義
』

巻
八
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
先
の
「
阻
二
境
・
智
一
」
の
境
・
智
と
は
、
心
・
境
の
関
係
に
あ
た
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
未
だ
疑
い
が
残
る
と
す
る
。

ま
た
、
法
相
宗
の
教
義
に
お
い
て
も
理
・
智
が
合
一
和
合
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
玄
奘
訳
『
成
唯
識
論
』
巻
九
に
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お
い
て
、
智
に
つ
い
て
理
（
境
）
で
あ
る
真
如
と
平
等
で
あ
り
、
主
体
と
客
体
の
相
を
離
れ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
論
宗
に
お
い
て
も
凡
夫
の
立
場
で
は
、
智
も
無
常
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
、
理
・

智
が
た
だ
ち
に
合
一
和
合
す
る
と
も
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
義
が
呈
さ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
真
空
は
、
境
・
智
と
い
っ
て
も
そ
の
解
釈
は
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
仏
の
立
場
で
は
理
・
智
と
い
い
、
凡

夫
の
立
場
で
は
心
・
境
と
表
現
す
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
凡
夫
の
立
場
と
し
て
心
・
境
に
つ
い
て
説
明
す
る
場
合
、
法
相
宗
で

は
五
重
唯
識
説
を
た
て
て
、
境
を
残
し
た
状
態
で
識
が
存
在
す
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
三
論
宗
の
立
場
で
は
、
色
・
声
・

香
・
味
・
触
・
法
の
六
塵
に
対
し
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
識
が
依
存
関
係
に
あ
る
の
で
、
と
も
に
固
定
的
実
体
は

な
い
と
捉
え
る
。
し
か
し
、
仮
に
塵
・
識
な
ら
び
に
心
・
境
と
い
う
概
念
を
た
て
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
に
塵
無
と
識
有

と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、『
百
論
疏
』
序
を
引
用
し
、
心
（
識
）
と
塵
（
境
）
と
い
っ
た
場
合
、
本
末
の
関
係
に
あ
る

と
し
、
理
の
立
場
で
は
と
も
に
無
で
あ
る
が
、
衆
生
（
凡
夫
）
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
と
も
に
存
在
す
る
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
法
相
宗
の
祖
師
が
初
め
て
唯
識
無
境
、
す
な
わ
ち
塵
無
・
識
有
を
と
な
え
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
い
、
そ
の
こ

と
は
『
摂
大
乗
論
』
や
『
成
唯
識
論
』
な
ど
に
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
唯
識
無
境
（
塵
無
識
有
）
で
あ
っ
て
も

問
題
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

こ
れ
に
対
す
る
吉
蔵
の
見
解
と
し
て
、『
摂
大
乗
論
』
に
お
い
て
唯
識
無
境
の
立
場
を
と
る
の
は
、
最
終
的
に
塵
を
な
く
す

た
め
に
識
を
仮
に
た
て
る
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
を
後
の
法
相
宗
の
学
僧
が
曲
解
し
て
、
唯
識
無
境
と
識
が
あ
る
と
主
帳
す
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、『
浄
名
玄
論
』
巻
八
に
お
い
て
は
仮
に
識
を
た
て
る
こ
と
を
対
機
説
法
と

し
て
四
悉
檀
の
対
治
悉
檀
に
あ
た
る
と
説
明
し
て
い
る
。

法
相
宗
が
理
・
智
の
平
等
を
説
く
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
法
相
宗
自
ら
の
立
場
と
し
て
は
理
・
智
平
等
を
説
く
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
三
論
宗
の
立
場
で
は
唯
識
無
境
（
塵
無
識
有
）
を
説
く
の
で
理
・
智
平
等
を
説
か
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
そ



し
て
、
三
論
宗
の
教
義
で
は
因
位
つ
ま
り
凡
夫
で
も
智
の
本
体
は
常
住
で
あ
る
か
ら
既
に
備
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
重
誉
の
説
と
し
て
、
三
論
宗
は
実
際
に
仏
の
智
慧
を
起
し
て
、
中
道
の
理
法
を
み
れ
ば
す
べ
て
の
も
の
の
あ
り
方

を
空
性
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
法
相
宗
で
は
、
五
重
唯
識
説
の
最
終
段
階
で
あ
る
遺
相
証
相
観
門
の
直
前

に
唯
識
三
性
説
の
依
他
起
性
が
残
存
し
て
お
り
、
円
成
実
性
に
よ
り
言
語
領
域
を
超
越
す
る
ま
で
認
識
主
体
が
存
在
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、
三
論
宗
の
立
場
で
あ
る
第
七
覚
心
不
生
住
心
は
色
即
是
空
な
ど
の
説
に
よ
り
す
で
に
空
性
の
境

地
に
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

以
上
の
問
答
に
お
い
て
は
、
境
・
智
と
理
・
智
と
心
・
境
と
塵
・
識
と
い
っ
た
概
念
、
つ
ま
り
能
取
・
所
取
、
主
体
・
客

体
の
関
係
性
の
理
解
に
つ
い
て
、
法
相
宗
と
三
論
宗
の
教
義
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
吉
津
宣
英
「
吉
蔵
の
唯
識
大
乗
義
批
判
」（『
吉
津
宣
英
著
作
集
』
一
・
臨
川
書
店
・
二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
と
、
吉
蔵

は
『
浄
明
玄
論
』
等
に
お
い
て
三
論
側
の
立
場
か
ら
法
相
に
対
し
て
批
判
的
に
教
学
活
動
を
展
開
し
た
と
さ
れ
る
。
本
条
目

に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
頼
瑜
が
十
住
心
思
想
に
お
い
て
第
七
住
心
（
三
論
）
が
第
六
住
心
（
法
相
）
よ
り
優
位
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、『
浄
明
玄
論
』
等
の
吉
蔵
の
著
作
を
引
用
し
解
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
論
に
対

す
る
教
学
的
素
養
は
恐
ら
く
真
空
よ
り
受
学
し
た
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
小
宮
俊
海
）

七
五
、
作
論
義
於
両
方
有
三
説
事

【
本
文
】

問
（
１
）

云
。
作
二
論
義
一
、
於
二
両
方
一
有
二
三
説
一
。
両
偏
倶
道
理
。
或
一
辺
道
理
、
一
辺
證
文
。
或
両
辺
同
證
文

（
２
）

。
善
悪
云

（
３
）

何
乎

（
４
）

。
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（
１
）
問
：W

]
[

六
問
、_

^

●
六
問
、\

●
問
、
前
条
目

の
表
記
に
揃
え
て
改
む
。

（
２
）
文
：Z

之
。

（
３
）
云
：]

\
[

如
。

（
４
）
乎
：_

^
\

耶
、
以
下
示
さ
ず
、[
な
し
。

（
５
）
隆
：W

際
、]

除
、

隆
歟
、

_
^
\
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
６
）
僧
：W

仰
、

_
^
]
\
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
７
）
御
房
口
：\

な
し
。

（
８
）
之
：]

[
Z

な
し
、

用
之
イ
。

（
９
）
吉
：

吉
但
イ
。

（
10
）
但
：]

な
し
。

（
11
）
文
：Z

之
。

（
12
）
挙
：Z

学
。

（
13
）
證
：

□
。

（
14
）
道
理
：_

な
し
。

（
15
）
文
：\

文
ア
リ
、

文
有
イ
。

（
16
）
云
：_

^

な
し
。

底
注

慈
注

底
注

慈
注

慈
注

底
注

慈
注

【
訓
読
】

問
ひ
て
云
く
、
論
義
を
作
る
に
、
両

（
１
）

方
に
於
い
て
三
説
有
り
。
両
偏
倶
に
道

（
２
）

理
な
り
。
或
い
は
一
辺
は
道
理
、
一
辺
は
證

（
３
）

文
な
り
。
或
い
は
両
辺
同
じ
く
證
文
な
り
。
善
悪
云
何
ん
や
。

答
。
隆

（
５
）

詮
僧

（
６
）

都
御

（
７
）

房
口
云
、
三
説
倶
用
レ
之

（
８
）

。

又
律
師
御
房
口
伝
、
同
レ
之
。

蓮
花
院
口
云
、
一
辺
證
文
、
一
辺
道
理
以
為
レ
吉

（
９
）

。
但

（
10
）

両
辺
倶
道
理
・
證
文
有
、
道
理
方
先
立
二
道
理
一
、
為
レ
證
二
道
理
一
出

レ
文

（
11
）

、
證
文
方
先
挙

（
12
）二

證
（
13
）

文
一
、
以
二
道
理
一
成
二
證
文
一
、
両
辺
倶
道

（
14
）

理
・
證
文
ア
リ
ト

（
15
）

云
ヘ
ト
モ

（
16
）

無
レ
失
。

【
校
勘
】



答
ふ
。
隆

（
４
）

詮
僧
都
御
房
の
口
に
云
く
、
三
説
倶
に
之
れ
を
用
ゐ
る
。

又
た
律
師
御
房
の
口
伝
、
之
れ
に
同
じ
。

蓮
花
院
の
口
に
云
く
、
一
辺
の
證
文
、
一
辺
の
道
理
を
以
て
吉
と
為
す
。
但
し
両
辺
倶
に
道
理
・
證
文
有
り
と
も
、
道
理

の
方
に
は
先
に
道
理
を
立
て
て
、
道
理
を
證
せ
ん
が
為
に
文
を
出
だ
し
、
證
文
の
方
に
は
先
に
證
文
を
挙
げ
、
道
理
を
以
て

證
文
を
成
ず
れ
ば
、
両
辺
倶
に
道
理
・
證
文
あ
り
と
云
へ
ど
も
失
無
し
。

【
注
釈
】

（
１
）
両
方
：「
り
ょ
う
よ
う
」
と
訓
む
。
論
義
の
形
式
の
一
つ
。
藤
田
隆
乗
「
根
来
の
論
義
」（
智
山
伝
法
院
編
『
智
山
の
論
義

―
伝
法
大
会
と
冬
報
恩
講
―
』
智
山
伝
法
院
選
書
一
一
・
二
〇
〇
五
年
・
五
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
問
者
と
答
者
が
相
反
す
る
見

解
を
主
帳
し
、
問
答
を
重
ね
な
が
ら
結
論
を
導
く
論
義
形
式
。
両
方
と
は
、
問
者
が
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
矛
盾
す
る

二
つ
の
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

（
２
）
道
理
：
議
論
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
自
身
の
主
張
に
つ
い
て
論
証
す
る
た
め
の
道
理
や
解
釈
の
こ
と
。

（
３
）
證
文
：
議
論
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
自
身
の
主
張
を
証
拠
づ
け
る
文
章
の
こ
と
で
、
主
に
仏
説
と
し
て
の
経
典
や
、
祖

師
先
徳
の
著
し
た
論
書
や
注
釈
書
等
の
文
の
こ
と
。

（
４
）
隆
詮
御
房
の
口
：
典
拠
未
詳
で
あ
る
が
、
隆
詮
は
元
瑜
撰
『
血
脈
類
集
記
』
巻
八
（
真
全
三
九
・
一
八
二
頁
上
）
に
「
十

三
代
同
付
法
権
少
僧
都
練
性
付
法
一
人
。
年
七
十
八
。
練
性
事
。
右
京
大
夫
長
輔
卿
。
仁
証
法
印
灌
頂
資
。
号
輔
僧
都
。

隆
詮
阿
闍
梨
年
三
十
一
。
侍
従
。
左
京
大
夫
長
輔
卿
息
。
建
暦
三
年
八
月
二
十
九
日
丁
酉
危
宿
日
曜
於
二
真
乗
院
一
受

レ
之
　
色
衆
十
口
」
と
あ
り
、
練
性
よ
り
仁
和
寺
真
乗
院
に
お
い
て
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
に
付
法
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
明
恵
房
高
弁
（
一
一
七
三
～
一
二
三
二
）
の
竜
樹
造
『
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』
に
対
す
る
講
義
の
聞
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書
で
あ
る
『
納
涼
坊
談
義
記
』（
慶
應
義
塾
大
学
蔵
）
に
聴
聞
者
の
一
人
と
し
て
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
従
え
ば

隆
詮
の
生
年
は
寿
永
一
年
（
一
一
八
二
）
と
な
る
。
ま
た
、
髙
橋
秀
城
「
頼
瑜
の
学
問
と
和
歌
」（『
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト
の

世
界
へ
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
二
〇
〇
二
年
）
に
頼
瑜
の
思
想
形
成
に
お
け
る
明
恵
の
影
響
を
考
え
た
場
合
、

隆
詮
が
介
在
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、
論
義
の
問
答
を
作
成
す
る
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
根
来
寺
大
伝
法
院
の
教
学
活
動
に
お
い
て
重
要
な
論
義

の
形
式
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
蓮
華
院
顕
揚
房
俊
晴（
以
下
、俊
晴
）の
説
を
あ
げ
る
点
も
注
目
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
両
方
論
義
の
場
合
、
①
相
反
す
る
説
そ
れ
ぞ
れ
の
道
理
を
提
示
す
る
も
の
と
、
②
一
方
は
道
理
、
一
方
は
仏
典
に

あ
る
証
文
を
提
示
す
る
も
の
、
③
相
反
す
る
説
そ
れ
ぞ
れ
の
証
文
を
提
示
す
る
も
の
の
三
種
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、
善
し
悪
し
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
回
答
に
仁
和
寺
隆
詮
御
房
（
以
下
、
隆
詮
）
ま
た

木
幡
山
観
音
院
真
空
（
以
下
、
真
空
）
の
説
と
し
て
、
三
種
ど
れ
も
用
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
俊
晴
の
説
は
、
一
方
を

証
文
、
一
方
を
道
理
と
す
る
の
が
良
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
理
を
示
す
場
合
は
先
に
道
理
を
示
し
て
か
ら
そ
れ
を
補
完
す

る
た
め
に
引
用
文
を
用
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
証
文
を
示
す
場
合
は
、
先
に
証
文
を
あ
げ
て
、
そ
の
後
に
道
理
を
用
い
て
証

文
を
理
論
付
け
る
。
ど
ち
ら
の
立
場
も
道
理
と
証
文
を
用
い
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
し
て
い
る
。
以
上
、
両
方
論
義
の
作

成
方
法
と
し
て
、
道
理
と
証
文
の
提
示
の
仕
方
に
つ
い
て
隆
詮
、
真
空
、
俊
晴
の
三
師
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
両

方
論
義
の
形
式
と
し
て
栂
尾
祥
雲
「
伝
法
談
義
と
根
来
竪
義
」（『
日
本
密
教
学
道
史
』
栂
尾
祥
雲
全
集
六
・
臨
川
書
店
・
一
九
八
八

年
・
一
二
一
頁
）
に
お
い
て
も
本
条
目
の
記
述
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
小
宮
俊
海
）
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七
六
、
両
方
論
義
二
用
同
題
倶
将
如
何
可
云
耶
事

【
本
文
】

又
（
１
）

問
云
、
両
方
論
義
二
用
、
同

（
２
）

題
倶
ハ
タ

（
３
）

如
何
可
レ
云
耶
。

答
。
僧

（
４
）

都
御
房
口
云
、
爾
云

（
５
）

無
（
６
）レ

失
。
蓮
花

（
７
）

院
口
云
、
ハ
タ
 メ
キ
 ツ
レ
 タ
ル
ハ
無
レ
聞
。
両
方
論
義
倶
用
、
一
可
レ
云
耶
云
、

一
ハ
タ
如
何
可
レ
為
。
是
為
レ
吉
也

（
８
）

。

【
校
勘
】
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【
訓
読
】

又
た
問
ふ
て
云
く
、
両

（
１
）

方
論
義
を
二
つ
用
ゐ
る
に
、
同
題
に
は
倶
に
ハ
タ
如
何
と
云
ふ
べ
し
や
。

答
ふ
。
僧

（
２
）都

御
房
の
口
に
云
く
、
爾
云
ふ
に
失
無
し
。
蓮

（
３
）

花
院
の
口
に
云
く
、
ハ

（
４
）タ

メ
キ
ツ
レ
タ
ル
ハ
聞
き
無
し
。
両

方
論
義
倶
に
用
ゐ
れ
ば
、
一
を
ば
云
ふ
べ
し
や
と
云
ひ
、
一
を
ば
ハ
タ
如
何
と
為
す
べ
し
。
是
を
吉
と
為
す
な
り
。

（
１
）
又
：W

_
^
]
[

七
又
。

（
２
）
同
：^

問
。

（
３
）
ハ
タ
：]

[

将
。

（
４
）
僧
：W

仰
、

僧
。

（
５
）
爾
云
：\

云
爾
。

（
６
）
無
：_

爾
。

（
７
）
花
：]

華
。

（
８
）
也
：]

[

な
し
、

也
イ
。

底
注

慈
注



【
注
釈
】

（
１
）
両
方
論
義
：「
り
ょ
う
よ
う
」
と
訓
み
、
二
つ
の
矛
盾
す
る
論
理
・
典
拠
を
並
べ
た
上
で
問
答
を
重
ね
、
結
論
を
導
く

論
義
形
式
の
一
つ
。

（
２
）
僧
都
御
房
：
仁
和
寺
隆
詮
（
一
一
八
三
～
一
二
一
三
～
？
）
の
こ
と
。

（
３
）
蓮
花
院
：
高
野
山
大
伝
法
院
学
頭
・
蓮
華
院
第
一
世
顕
揚
房
俊
晴
（
～
一
一
八
五
～
）
の
こ
と
。

（
４
）
ハ
タ
 メ
キ
 ツ
レ
 タ
ル
ハ
：
東
大
寺
本
に
は
「
ハ
タ
 メ
キ
 ツ
レ
 タ
ル
ハ
」
と
間
隔
を
空
け
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ハ

タ
（
～
と
は
い
え
）、
メ
キ
（
め
く
の
連
用
形
。
～
の
よ
う
に
な
る
）、
ツ
レ
（
つ
の
已
然
形
。
～
で
す
か
ら
、
～
け
れ
ど
も
）、
タ

ル
ハ
（
た
る
の
連
体
形
。
～
で
あ
る
は
）
と
考
え
ら
れ
、
両
方
論
義
に
お
い
て
「
○
ハ
タ
□
の
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
○
ツ

レ
□
と
あ
る
こ
と
は
（
聞
き
無
し
）」
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
解
説
】

本
条
目
は
前
条
目
に
引
き
続
き
両
方
論
義
の
方
式
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
両
方
論
義
に
お
い
て
「
ハ
タ
如
何
」
と
い
う
定

型
句
を
用
い
る
の
か
否
や
に
つ
い
て
、
隆
詮
は
用
い
て
問
題
な
い
と
し
、
俊
晴
は
ハ
タ
（
～
と
は
い
え
）、
ツ
レ
（
～
で
す
か
ら
、

～
け
れ
ど
も
）
と
い
う
よ
う
な
文
言
を
使
用
す
る
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
両
者
の
口
伝
を
述
べ
る
。

両
方
論
義
は
名
の
ご
と
く
矛
盾
す
る
二
つ
の
論
理
や
典
拠
を
並
べ
、
議
論
し
て
い
く
論
義
方
式
で
あ
る
。

現
在
の
智
積
院
（
真
言
宗
智
山
派
）・
長
谷
寺
（
真
言
宗
豊
山
派
）
の
論
義
で
は
、
表
と
裏
の
算
題
を
論
義
す
る
時
に
「
〇
〇

○
ハ
タ
云
何
。
□
□
□
云
ふ
べ
し
や
」
と
い
う
よ
う
に
、
表
の
題
の
内
容
（
〇
）
と
裏
の
題
の
内
容
（
□
）
を
併
せ
て
述
べ
る

論
義
方
式
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
頼
瑜
が
活
躍
し
た
時
代
、
両
方
論
義
に
お
い
て
一
つ
の
問
題
に
対
し
て
二
つ
の
矛
盾
す

る
論
理
を
「
〇
〇
○
云
ふ
べ
し
や
。
□
□
□
ハ
タ
云
何
」
と
並
べ
る
形
式
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
野
々
部
利
生
）

七
七
、
進
難
問
者
取
牒
歟
事

【
本
文
】

又
（
１
）

問
。
答

（
２
）

者
（
３
）

令
二
進
難

（
４
）一

云
、
論
義
問
者
取
レ
牒

（
５
）

歟
如
何
。

答
。
廻
心
房
律
師
口
云
、
答
論
義
条
許
取
進
云
、
論
義
条
不
レ
取
レ
之
、
至
二
彼
論
義
之（

６
）処
（
７
）一

、
出
二
進
文
一
難

（
８
）レ

之
僧
都
御
房
仰
又
同
レ
之

。

蓮
花

（
９
）

院
義
云
、
興

（
10
）

福
寺
・
東
大
寺

（
11
）

異
レ
説
也
。
東
大
寺
不
レ
取
レ
之
。
興

（
12
）

福
寺
取
レ
之
。
故
興

（
13
）

福
寺
、
東
大
寺
半
条
云
難

（
14
）

口
云

云
。

近
来
鎮
守
講
可
レ
進
也
。
取
レ
之
也
。

【
校
勘
】

— 244 —

（
１
）
又
：W

]
[

八
又
、_

●
又
、^
八
●
又
。

（
２
）
答
：X

云
乎
。

（
３
）
者
：]

\
[

な
し
、

者
。

（
４
）
難
：\

[

離
。

（
５
）
牒
：W

_

条
、

牒
、]

将
、

牒
乎
。

\
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
６
）
之
：_

^
\
Z

な
し
。

（
７
）
処
：Z

所
。

（
８
）
難
：]

\
[

離
。

（
９
）
花
：]

華
。

（
10
）
興
：_

奥
。

（
11
）
東
大
寺
：_

な
し
。

（
12
）
興
：_

奥
。

（
13
）
興
：_

奥
。

（
14
）
難
：W

 
_
^
]
\
[

離
、

□
、

X
悪
、Z
に
よ
り
改
む
。

海
注
長
注

底
注

慈
注

底
注

慈
補

長
注

東
注

底
注
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【
訓
読
】

又
た
問
ふ
。
答
者
進
の
難
ぜ
し
め
よ
と
云
ひ
、
論
義
の
問
者
牒
を
取
る
か
如
何
。

答
ふ
。
廻

（
１
）

心
房
律
師
の
口
に
云
く
、
答
た
る
論
義
の
条
許
り
取
り
て
進
め
と
云
ふ
に
、
論
義
の
条
を
ば
こ
れ
を
取
ら
ず
し

て
、
彼
の
論
義
の
処
に
至
り
て
、
進
文
を
出
だ
し
て
こ
れ
を
難
ず
。［
僧

（
２
）

都
御
房
の
仰
せ
も
又
た
こ
れ
に
同
じ
］

蓮（
３
）花

院
の
義
に
云
く
、
興

（
４
）

福
寺
・
東
大
寺
は
説
を
異
に
す
る
な
り
。
東
大
寺
に
は
こ
れ
を
取
ら
ず
。
興
福
寺
に
は
こ
れ
を

取
る
。
故
に
興
福
寺
に
は
、
東
大
寺
の
半
条
と
云
ひ
て
難
口
す
と

云
云

。
近
来
の
鎮

（
５
）

守
講
に
は
進
む
べ
き
な
り
と
。
こ
れ
を
取

る
な
り
。

【
注
釈
】

（
１
）
廻
心
房
律
師
：
観
音
院
廻
心
房
真
空
（
一
二
〇
四
～
一
二
六
八
）
の
こ
と
。

（
２
）
僧
都
御
房
：
仁
和
寺
隆
詮
（
一
一
八
三
～
一
二
一
三
～
？
）
の
こ
と
。

（
３
）
蓮
花
院
：
高
野
山
大
伝
法
院
学
頭
・
蓮
華
院
第
一
世
顕
揚
房
俊
晴
（
～
一
一
八
五
～
）
の
こ
と
。

（
４
）
興
福
寺
・
東
大
寺
：
院
政
期
よ
り
興
福
寺
・
東
大
寺
を
始
め
と
す
る
南
都
の
諸
寺
院
で
は
様
々
な
寺
内
法
会
が
開
催

さ
れ
て
い
た
。
興
福
寺
に
お
い
て
は
、
宮
中
御
斎
会
・
薬
師
寺
最
勝
会
と
と
も
に
南
都
三
会
に
数
え
ら
れ
る
興
福
寺
維

摩
会
や
、
慈
恩
会
が
開
催
さ
れ
教
学
の
研
鑽
が
な
さ
れ
て
い
た
。

（
５
）
鎮
守
講
：
鎮
守
講
と
は
鎮
守
に
対
し
て
法
楽
を
供
す
る
た
め
の
論
義
法
会
を
言
う
。
様
々
な
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
根
来
寺
の
神
宮
寺
（
御
社
）
の
鎮
守
講
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
塵
塚
』
に
よ
れ
ば
、「
問
。
其
余
愚
草
於
二
何
会
場
一
沙
二
汰
之
一
乎
。
答
。
先
於
二
伝
法
院
一
二
季
冬春
次
大
会
百
日
。



毎徒
日三
百月
廿十
人一
宛日
出至
任七
ス月
ル朔
也日

。。
次
於
二
御
社
一
鎮
守
講
。
日自
最十
勝一
王月
経朔
讃日

至。
 秘十
鍵二
経月
釈十
大二
般日
若ニ
真四
読十
一八
巻条

。。
毎

（
後
略
）」（
栗
山
秀
純
「『
塵
塚
』
―
新
義
方
論

議
作
法
―
」『
豊
山
学
報
』
二
五
・
一
九
八
〇
年
・
一
五
五
頁
）
と
あ
り
、
頼
瑜
が
鎮
守
講
な
ど
の
根
来
で
の
論
義
よ
り
愚
草

類
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、論
義
に
お
い
て
牒
を
取
る
か
否
や
に
つ
い
て
真
空
と
隆
詮
と
俊
晴
の
三
師
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。「
牒
を
取

る
」
と
は
、
論
義
に
お
い
て
「
問
ふ
・
答
ふ
」
と
初
重
の
問
答
を
し
た
後
に
、
二
重
の
問
答
の
「
問
ふ
」
で
初
重
の
問
答
の

内
容
を
確
認
の
た
め
に
繰
り
返
す
も
の
で
あ
る
。

真
空
と
隆
詮
の
口
説
で
は
、
牒
（
条
）
を
取
っ
て
次
の
問
い
に
進
む
こ
と
を
良
し
と
し
て
、
牒
を
取
ら
ず
に
次
の
問
い
に
進

む
こ
と
を
難
じ
て
い
る
。

俊
晴
の
口
説
で
は
、
興
福
寺
と
東
大
寺
の
説
を
紹
介
し
、
東
大
寺
で
は
牒
を
取
ら
ず
、
興
福
寺
で
は
牒
を
取
る
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
興
福
寺
で
は
東
大
寺
が
中
途
半
端
な
論
義
で
あ
る
と
難
癖
を
つ
け
て
い
る
と
す
る
。

そ
し
て
、
近
来
の
鎮
守
講
で
は
牒
を
取
る
と
し
て
、
当
巻
が
撰
述
さ
れ
た
頃
に
根
来
の
論
義
が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
て

い
た
か
を
窺
わ
せ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

（
野
々
部
利
生
）

七
八
、
初
論
義
作
過
之
時
先
沙
汰
之
歟
事

又
（
１
）

問
。
答
者
初
論
義
作
レ
過
之
時
、
先
可
レ
沙
二
汰

（
２
）

之
一
耶
。
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答
。
僧
都
仰
云
、
至
二
彼
論
義
之
処
一
可
レ
沙
二
汰
之
一
也
。
或

（
３
）

云
、
先
沙
二
汰

（
４
）

之
一
歟
。

【
校
勘
】

【
訓
読
】

又
た
問
ふ
。
答
者
初
め
の
論
義
に
過
を
作
す
時
、
先
づ
こ
れ
を
沙
汰
す
べ
き
や
。

答
ふ
。
僧

（
１
）

都
の
仰
せ
に
云
く
、
彼
の
論
義
の
処
に
至
り
て
こ
れ
を
沙
汰
す
べ
き
な
り
。
或
い
は
云
く
、
先
づ
こ
れ
を
沙
汰

す
る
か
。

【
注
釈
】

（
１
）
僧
都
：
仁
和
寺
隆
詮
（
一
一
八
三
～
一
二
一
三
～
？
）
の
こ
と
。
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（
１
）
又
：W

]
[

九
又
、_

●
又
、^

九
●
又
。

（
２
）
沙
汰
：W

_
]
\

サ
タ
、^

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
３
）
或
云
先
～
汰
之
歟
：[

な
し
。

（
４
）
沙
汰
：W

_
^
]
\

サ
タ
、Z

に
よ
り
改
む
。

【
解
説
】

本
条
目
は
答
者
が
論
義
に
お
い
て
過
失
を
犯
し
た
時
の
対
処
法
に
つ
い
て
、
隆
詮
の
口
説
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
理
解

可
能
な
範
囲
で
解
釈
す
れ
ば
「
初
め
の
論
義
」
に
お
い
て
答
者
が
過
失
を
犯
し
た
時
に
、
直
ち
に
弁
明
す
べ
き
か
と
い
う
問

い
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
隆
詮
の
口
説
を
引
い
て
、「
彼
の
論
義
」
に
至
っ
て
弁
解
す
べ
き
と
言
い
、
或
い
は
す
ぐ
に
弁
解

し
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
問
答
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



し
か
し
、
文
章
中
の
「
初
め
の
論
義
」「
彼
の
論
義
」
と
い
う
も
の
が
何
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
文
章
か
ら
の
み
で

は
判
然
と
し
な
い
。

恐
ら
く
「
初
め
の
論
義
」「
彼
の
論
義
」
は
、
論
題
が
一
緒
で
あ
る
が
議
論
す
る
場
が
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
報
恩
講
出
仕
論
義
が
開
白
す
る
以
前
に
行
わ
れ
る
習
試
（「
な
ら
し
」
と
訓
み
、
答
者
の
意
見
が
検
討
さ
れ
る
場
）
で
の
論
義
を

「
初
め
の
論
義
」
と
し
て
、
開
白
後
の
本
座
、
す
な
わ
ち
本
番
で
の
論
義
を
「
彼
の
論
義
」
と
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
面
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
文
で
は
報
恩
講
と
は
明
記
し
て
お
ら
ず
推
測
の
域
を
出
な
い
。

論
義
の
方
式
に
関
す
る
資
料
と
し
て
『
塵
塚
』
が
現
存
す
る
も
の
の
、『
塵
塚
』
に
も
見
ら
れ
な
い
記
述
か
ら
論
義
研
究
に

お
け
る
資
料
的
価
値
は
高
い
。

（
野
々
部
利
生
）

七
九
、
論
匠
随
喜
導
師
作
法
事

【
本
文
】

又
（
１
）

問
。
論
匠
随
喜
導

（
２
）

師
、
終
一
双
問
答
中
何
勤
レ
之
耶
。

答
。
僧
都
仰
云
、
答
者
勤
レ
之
。
立
レ
座
着

（
３
）二

半
畳
一
之
時
、
問

（
４
）

者
先
立
。

【
校
勘
】

\

に
は
該
当
箇
所
な
し
。
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（
１
）
又
：W

]
[

十
又
、_

●
又
、^

十
●
又
。

（
２
）
導
：W

_
]

道
、^

[
Z

に
よ
り
改
む
。



【
訓
読
】

又
た
問
ふ
。
論

（
１
）

匠
の
随

（
２
）

喜
導
師
、
終
は
り
の
一
双
問
答
の
中
何
れ
が
こ
れ
を
勤
む
る
や
。

答
ふ
。
僧

（
３
）

都
の
仰
せ
に
云
く
、
答
者
こ
れ
を
勤
む
。
座
を
立
ち
て
半
畳
に
着
く
時
に
は
、
問
者
先
づ
立
つ
。

【
注
釈
】

（
１
）
論
匠
：
こ
こ
で
は
論
匠
論
義

�
�
�
�
�
�
�
�
　

の
こ
と
を
指
す
。
竪
精
の
後
に
行
わ
れ
る
番
論
義

�
�
�
�
�
�
　

で
、
名
の
如
く
竪
精
で
の
上
臈
（
優

秀
者
）
が
こ
れ
に
出
仕
し
、
鎮
守
に
対
し
て
論
義
法
楽
を
供
す
る
。
編
成
と
し
て
導
師
、
一
番
の
問
者
・
答
者
、
二
番
の

問
者
・
答
者
、
三
番
の
問
者
・
答
者
の
計
七
名
が
出
仕
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
条
（
二
題
）
の
問
答
を
交
わ
す
。

（
２
）
随
喜
導
師
：
論
匠
論
義
に
お
い
て
、
導
師
と
は
別
に
論
義
の
後
に
祈
願
文
を
唱
え
る
役
。
髙
井
観
海
「
伝
法
大
会
竪
義

綱
要
」（『
髙
井
観
海
著
作
集
』
三
・
う
し
お
書
店
・
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
れ
ば
「
令
法
久
住
利
益
人
天
諸
徳
学
侶
諸
願
成
弁
、

叩
二
顕
密
両
宗
之
疑
関
一
鳴
二
浅
深
三
双
之
論
鼓
一
、
因
レ
之
社
壇
基
固
学
侶
運
久
、
満
寺
諸
徳
万
歳
恵
命
保
給
者
、
謹
奉

レ
祈
廻
向
無
上
菩
提
」
の
文
を
唱
え
る
と
言
う
。

（
３
）
僧
都
：
仁
和
寺
隆
詮
（
一
一
八
三
～
一
二
一
三
～
？
）
の
こ
と
。

【
解
説
】

本
条
目
は
論
匠
論
義
に
お
け
る
随
喜
導
師
の
所
作
に
関
し
て
隆
詮
の
口
伝
を
用
い
て
解
説
す
る
。

論
匠
論
義
に
お
い
て
、
最
後
の
一
双
問
答
を
す
る
問
者
・
答
者
の
何
れ
が
随
喜
導
師
を
勤
め
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
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（
３
）
着
：^

Z

著
。

（
４
）
問
：

則
イ
問
、[

則
問
。 

慈
補



て
、
隆
詮
の
口
説
を
用
い
て
解
説
し
て
い
る
。

ま
ず
、
答
者
が
随
喜
導
師
を
勤
め
、
自
席
を
立
ち
、
半
畳
に
到
着
す
る
頃
に
、
問
者
は
先
に
自
席
を
立
座
す
る
と
い
う
所

作
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

現
代
に
お
け
る
論
匠
論
義
に
関
し
て
は
、髙
井
観
海「
伝
法
大
会
竪
義
綱
要
」（『
髙
井
観
海
著
作
集
』三
・
う
し
お
書
店
・

二
〇
〇
一
年
）
に
、
詳
細
な
作
法
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
最
後
の
問
答
の
答
者
が
随
喜
導
師
を
勤
め
る
こ
と
な
ど
が
一
致

し
て
い
る
。

（
野
々
部
利
生
）
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